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「はぁ……んっあんっ」

ちゅぷちゅぷと水音がする。私の花芽がかすみに弄いじられているんだ。硬く尖ったそれを、かすみは愛しそうに撫でている。誰にも触られたことがない箇所。そこを弄られた途端に、スイッチが入ったように声を上げてしまっていた。

「きもちい、きもちいけど……足りないっ……」

「足りないってなにが？　ここをもっとつねって欲しいの？　それとも、弾いて欲しいの？」

のんびりと声をかけるのは、綺麗に金髪に染めたセミロングの髪の女の子だった。普段はハーフアップにまとめている髪は、ベッドの上では解けて私の花芽を愛でるときにときどき太股をくすぐってこそばゆい。快活って言葉をそのまま体現しているような彼女は、脱いでも綺麗な肌をしていて、ハリのある太股が特に綺麗だった。

対する私は、癖毛でブラシをかけてもまとまらない髪を普段はシュシュでひとまとめにしてサイドテールに流しているけれど、今は解けて枕元に散らばってしまっている。

横になった途端に、多少大きめな胸が流れ、かすみの手管に翻弄されていた。

周りからは「猫っぽい」とよく言われる私は、ベッドの上では鳴いてばかりだから、本当にその通りなのかもしれない。

「可愛いね、のどかは」

それは花芽に向かって言っているのか、私に向かって言っているのかが、熱が頭まで回った私には理解できなかった。

かすみに触られるどこもかしこも気持ちよくて、浅ましくももっともっととねだるように擦り寄せている。私は彼女に必死に手を伸ばした。

「そこばっかり触らないで……届かないから……」

「ん、のどかはどこか触りたいの？」

「……かすみとちゅーしたい」

「あー」

途端にかすみは破顔し、私の脚の間から抜け出てきて、そのまま私の顔まで自分の顔を寄せてきた。私は安心したように彼女の背後に腕を回す。

かすみのなんでも許してくれるところが好き。かすみの優しい言葉が好き。かすみの包容力が好き。

かすみのことが、大好き。

なのに……なんで私を置いていってしまったの？

胸のちりちりとした痛みは、未だに消えてはくれない。







「んっ……」

目が覚めたとき、私は寝間着代わりに着ている高校時代のジャージ姿で、布団の中でひとりで寝ていた。

エッチした後の倦怠感も高揚感もなく、当然ながら隣にかすみはいなかった。

「……ばっかみたい」

私はそうポツンと呟いた。タイマーをセットしているスマホを確認すると、朝の六時。二度寝するには足りない時間だった。

私、牧開まきびらきのどかは、声優をやっている……とは言っても、声優専門学校を出て、事務所に所属したのはいいものの、鳴かず飛ばず。オーディションになかなか合格できず、バイトと実家の仕送りで生活している現状から、未だに抜け出せてない。

顔を洗って、バイト代をはたいて買った簡易防音室の中に潜り込むと、その中で発声練習をした。オーディションに合格できなくっても、声優の仕事がわずかでも、私は声優だ。専門学校時代から、発声練習だけは欠かしたことがない。

ブラシをかけてもまとまらない髪を無理矢理シュシュでひとまとめにしてから、私は「さて」ともう一度スマホを確認した。

にっちもさっちも行かなくなり、最初に所属していた事務所を退所した私の元にメールが届いたのは、つい数日前だった。

新進気鋭の声優事務所【ニュードリーム】からの勧誘である。

そこは百合営業で売っているともっぱらの噂だった。実際に声優の過半数は若手女性声優ばかりだし、ペア売りをしているっていうのは、専門学校時代からの付き合いの情報網からも回ってきている。

胡散臭いってことで、ほとんどの声優の卵は無視しているけれど、私は背に腹は変えられなかった。

そこの声優たちがすごい勢いで業界を席巻していっているのは事実だ。もしかしたら強力なコネやプロデュース方法があるんじゃ、という期待がむくむくと沸いてくる。

なによりも私は、未だになんの結果も残せていない。だとしたら、なにをしても今よりマシじゃないかと思えるのだ。だからこそ、【ニュードリーム】に話を聞きに行き、説明を聞いた上で仮契約を結ぶこととなったのだ。

事務所の持っている動画サイトで、パートナーになった女子と一緒に寝食を共にし、ふたりで協力して動画をつくってサイトに上げる。そこで一瞬でもいいから、ランキング一位になったら、晴れて正式契約できるという。

今日は私のパートナーが決まったから、顔合わせに行くのだ。

二人三脚で頑張れる相手だといいな。しばらく寝食を共にする仲なんだから、相性が悪いよりもいいほうがいいに決まっている。

そう思いながら、私は喉に優しいスムージーで朝ご飯を済ませてから、ワンピースを着ると、その上にダッフルコートを羽織って出かけることにした。どんな人がパートナーなんだろうと期待が膨らむ。

電車で二十分。

事務所の受付に「仮契約に伺いました牧開です」と言うと、すぐに通してくれた。

「こちらでお待ちください。もうしばらくしましたら社長が伺いますので」

通された会議室らしき部屋には、既に先客がいた。

カーキ色のアーミーコートの下は、オフホワイトのセーターにデニム。金色に脱色を施した髪はハーフアップにまとめている。それは近寄りがたい雰囲気の女の子だけれど……私は彼女のことをよく知っていた。

でも。なんで。どうして。ありえない。

私は彼女を見た途端に、ぐるぐると視界が回るのを感じた。思わず後ずさって、その場を逃げたい。そう思ったけれど、私が逃げ帰りそうになるより先に、向こうのほうが気付いて、入口で立ち尽くしている私に顔を向けると、人好きのする笑みを浮かべた。

その笑みは、夏の太陽のような快活そのものの笑みだった。

「ああ、のどか。久しぶり」

「……どうして、ここにいるの」

真っ先に私の喉を出てきたのは、悪態だった。

初花はつはなかすみ。私の専門学校時代の同期にして、当時付き合っていた……私を置いて音信不通になった子。

在学中に、一緒に受けたソシャゲのオーディションに合格してから、なかなか連絡が付かなくなって、知らない内に専門学校まで辞めてしまって、電話もＳＮＳもアプリも、全部繋がらなくなってしまっていた。

私たち、付き合っていたんじゃなかったの。それとも、私より先にデビュー決まったから、もういらないって私を捨てたの。わからないし、理解もできないでいた彼女が、今私の目の前に立っている。

今朝の夢は予知だったのか……ふとそんなことが頭に浮かんだけれど、それどころじゃない。

私がイラッとしていても、かすみはあの頃と同じように、態度が全くわからなかった。

彼女はひまわりの花のように、明るい笑みを向けてくる。

「変わってないね、のどかは」

「なによ、馬鹿にしてるの!?」

「してないよ。でものどかはいい子なのに悪い癖だよ、すぐ思ってもないことを口にするのは。知らない人にいきなり悪態ついたら、普通は怖いって思うでしょう？」

「そんなことより、ここで何をしているのかってことよ！」

専門学校時代のように、ペースをかすみに持って行かれそうになり、思わず悲鳴を上げる。いっつもこうなんだ。私がどれだけ悪態をついても、受け流してしまう。のれんに腕押しとはこのことだ。

違うのに、そうじゃないのに。私が口をふがふがしていたところで、社長が「おや盛り上がっているね」とやってきた。

どう考えても揉めていたというのに、社長は余裕の表情だった。

「たしか君たちは同じ専門学校出身だったね？」

「はい」

「君たちだったら、いいケンカ百合動画が撮れるかもしれないね」

「ケンカ百合……ですか？」

百合営業は、元々女同士が仲睦まじくニコイチで営業することだけど、ケンカ百合なんて聞いたことがない。私たちが怪訝な顔をしていたら、社長は頷いた。

「うん、ケンカするほど仲がいいって言葉があるように、ケンカしているように見せかけて仲がいいっていうのが、動画で撮れたらいいね。本当に仲がよくないと、ただギスギスしているだけの動画になってしまって、それじゃあ視聴者さんたちに申し訳ないから、そういう動画が撮れるペアは貴重なんだよ。まあ、コンセプトを決めるのは君たちだから無理矢理撮る必要はないけれど、その辺りを頭の片隅に入れてくれると嬉しいな」

社長の言葉のあと、アパートの鍵をもらって、私たちは共同生活を送ることになる部屋へと向かうことになった。

ケンカ百合。本当に仲がいいペアじゃなかったら撮ることができない動画。

私たちは専門学校の一件以降、まともに会話したこともないし、会ったのだって今日が久々だったんだから、そんなことを言われてしまうと困ってしまう。

現にアパートに向かっている道中、会話らしい会話が出てこなかった……気まずい。社長は本気で私たちに百合営業をさせようっていうんだろうか？　なんとかしたくても、上手いこと話題が出てこない。

「困ったねえ」

まるで私の心を読んだかのように、かすみが言った。

「なによ。事務所に許可もらってケンカできるのに、嬉しくないっていうの？」

「こらこら、すぐにのどかは噛み付くから。私はのどかとケンカしたくないもの。こうして会えたのだって嬉しいし」

「私は嬉しくないっ、そもそもどうしてここにいるの!?　だって全然オーディション合格できない私と違って、かすみはとんとん拍子だったじゃない！　ソシャゲからはじまって、劇場アニメ、テレビアニメのレギュラー、海外アニメ吹き替え……なんでここにいるの!?　私と違って、かすみは全然、百合営業必要ないじゃない！」

私が一気にまくし立てると、途端にかすみは破顔した。なに、なんでそんな顔するの。

「すごいな、それ、キャストロールに私の名前出てないのに、よく気付いたね？」

「き、気付くに決まってるでしょう!?　私たちどれだけ付き合ってたと思うのよ。かすみは演技上手いし、与えられた仕事にすっと溶け込むから、どんな役でも耳に馴染みやすいし……」

「演技幅まで聞き分けてくれたんだ。もしかして。録画してくれてた？」

そう目をキラキラされて言われると、嘘がつけない……本当にいっつもこうなんだ。私はすぐキャンキャンと吠えてしまうのに、かすみはそこから私の本音を引き出してしまう。私の強がりもわがままも、その裏の真意をすぐ見抜かれてしまうから、悪態をついても意味がないんだ、本当は。

私は小さく「……今の流行りも勉強しないと、オーディション受からないし」と頷くと、やっぱりかすみはにこにことした。

そうこうしている間に、私たちがしばらく住むことになる部屋に着いた。

事務所がまるまる借り切っているアパートは、防音設備も万全だし、動画用のマイクやらパソコンやらカメラやらも充実していた。なによりも。

全体的に乙女チックな、ずいぶんと可愛らしい部屋だった。備え付けの食器やらタオルやらがショッキングピンクとか蛍光イエローとか目に優しくない色だけれど、家具が全部真っ白なおかげで統一感が出ている。

「すごいね。こんな色合いの部屋、少女マンガくらいでしか見たことないや」

「そうね……でもどうしよう、動画」

「ケンカ百合を撮るっていうの？　私はしてもいいかなあと思うけど」

「……それ、ケンカしようっていうこと？」

社長の言っていた「本当に仲がよくないと撮れない動画」とはなんだろう。そもそもかすみがあまりにも普通に話しかけてくるから会話が成立しているだけで、私から話しかけるのなんて無理だ。未だに胸のもやもやが完全に払拭ふっしょくできた訳じゃない。

私がジト目でかすみを睨み付けると、かすみは「違う違う」と手を振る。

「普通にしていれば、それだけで充分にケンカ百合になるよ。だってすぐにかすみは悪態をつくもの。でも私にはそうでもいいけど、初対面の人にその態度を取っちゃ駄目だよ？　最近はツンデレって流行らないらしいからね？」

「私が性格悪いみたいに言うなぁぁぁぁ！」

思わずポカポカポカとかすみの胸を叩いても、かすみは「はいはい」と言うばかりだった。本当にもう……。

とりあえず、私たちはパソコンを立ち上げると、【ニュードリーム】のサイトを開き、どんな動画を撮ればいいのかの確認をはじめた。

結構際どい動画もあれば、本当にペアで楽しくしているだけのものもあり、中にはおとぎ話を百合風に解釈し直した朗読劇をしていたりと、ペアによって百合営業の表現は様々だ。

エッチなものが人気なのかなと思ってランキングを確認してみるけれど、意外なことにそれよりも日常風景を撮影している動画のほうが視聴率を稼いでいた。

「んー……あれかな。声優だからこそ、あんまり素人っぽい動画は受けないのかも」

一緒に動画を見ていたかすみが言う。

「素人っぽいって……際どい奴？」

「今って甘いラブコメが人気だけれど、過剰なものって嘘っぽく見えるじゃない。本当の中に嘘を混ぜないと、なんでも途端に駄目になっちゃう」

「百合営業って、てっきりふたりひと組でいちゃいちゃしてたら、それでいいのかと思っていたけど……」

「そりゃギスギスしているよりも、仲良くしてたほうが受けはいいと思うよ。ただ、あんまりやり過ぎると、嘘っぽく見えちゃう。動画の方向性を考えないとねえ……」

よくよく考えると、撮影道具は全部事務所で用意してもらっているけれど、百合営業のための構成なんかは、こちらで考えないと駄目なんだ。いつも脚本を読み込む練習はしていたけれど、書くほうはやったことがないから、ただいちゃいちゃしていればいいなんて甘い考えは捨てないと駄目だ。

私が考え込んでいる中、「うん、そうだ」とかすみが言い出す。

「なによ、なにか思いついたの？」

「お花見をしようよ」

「……はあ？」

かすみの突飛なひと言に、私は思わず変な声を上げていた。







「すみません、桜の花束をお願いします」

「かしこまりましたー」

花屋で桜の花を買い、それを抱えてかすみは歩く。手持ち無沙汰の私は、スーパーで花見弁当の材料を買う手はずになっている。

「どうして唐突に花見？　しかも外じゃなくって、家の中で？」

かすみの意図がわからず困惑していると、かすみはにこにこ笑って言う。

「まずは過程を見てもらうことが大事だよ。なら、花見の準備風景から花見を楽しむまでを撮ったら、そのまま自己紹介にならないかなあと思ったんだ」

「いきなり噛みついたりしないか、心配なの？」

「社長は私たちにケンカ百合を求めているけどね、ちゃんと加減を考えないと駄目だよ。あと、家の中で花見なのは純粋に、私も動画撮影って初めてだから、慣れるまでは固定カメラで撮ったほうがいいかなと思ったんだ。動画編集が上手くできるようになってから、外へ撮りに行こうよ」

「ふうん……かすみって、本当にいろんなこと考えているよね。私、渡された設定とか咀嚼そしゃくするので精一杯」

そう言いながら、スーパーに到着すると、カゴを持ってぽいぽいと花見弁当用の材料を入れていく。かすみは困ったように眉を八の字にする。

「無茶ぶりは、ソシャゲの撮影会で慣れているから。面白くするために、なにかと考えないと駄目なこと、多かったからさ」

「……ふうん」

またも悪態をつきそうになるのを、私は飲み込んだ。

かすみがデビューしたソシャゲはかなりの人気作で、ＣＭなんかもバンバン出して、動画サイトなんかでは特番も放送されるくらいに、宣伝にも力を入れていた。

おかげで彼女は、私がオーディションに合格できずにその場で足踏みしている間も、順調にキャリアを重ねていったんだ。

……オーディションに受からない私が悪いのであって、仕事を増やしていったかすみが悪い訳ではない。ただ、いなくなるんだったら、ちゃんと説明して欲しかった。

忙しくなって付き合う暇がなくなったとか、事務所に恋愛にうつつを抜かしていると怒られたとか……純粋に私のこと、恋愛的な目で見られなくなったとかでいいから。

もやもやしながら買い物を済ませると、私たちはアパートに帰って、桜を飾り付けた。

水を入れたブリキのバケツに桜の花束を三つほど入れれば、真っ白な家具に囲まれた部屋が一気に華やぎ、充分に春の風情を楽しむことができる。

エプロンを巻いて、材料を台所に並べると、カメラをセットした。

「はい、じゃあ花見弁当をつくりましょうか」

「そう言っても……花見弁当って、具体的になにをつくればいいの？」

私の素っ頓狂な言葉に、かすみは笑う。

「普通のお弁当でいいよ。桜を愛でながら食べるんだからさ。じゃあさ、のどかは卵焼きをつくってよ」

「ええ……」

「できる？　できないなら私が」

「わかりましたー、つくればいいんでしょ、つくれば」

私は乱暴にボウルに卵をふたつ叩き割る。卵の殻が見事にボウルに混ざり、私は何度も何度も菜箸で「卵の殻入った！　どこ!?」と大騒ぎをする羽目になった。

どうにか卵の殻を取り除いて、がちゃがちゃ混ぜつつ、卵焼き器を用意していると、隣でアスパラガスに豚肉を巻き付けていたかすみが、おずおずと言った。

「あのさ、のどか」

「なによ。これから卵焼くんだけど」

「それはいいんだけどさ、卵焼きに味付けした？」

「え？」

「醤油とか砂糖とか入れた？」

「……卵焼きって、味付けないと味付かないの？」

「付かないよー。別に味付けはなんでもいいから、台所にあるもの、適当に使って」

「えー……」

私はカメラを気にしつつ、とりあえず台所にある調味料を適当に取る。出汁だし醤油じょうゆって書いてあるんだから、これを入れておけば間違いないだろうと、ドバドバ入れるけれど、卵液の色が黒ずんでくる。

「これって、焼いても大丈夫な奴？」

「焼けば問題ないと思うけど……そもそもこれ固まるのかな？」

「卵液って固まらないの!?」

「というより、調味料入れ過ぎたら固まらないよね……？」

だんだんおかしなことになる中、私は手順ごとにかすみに突っ込みを入れられることになった。

「ちゃんと卵焼き器に油敷いた？」

「固まる前に掻き回さないと、卵焼きの食感パサッパサになるよ？」

「固まらない内にひっくり返して。ひっくり返せないと思わず、気合いで」

……そうだった。私は料理が下手だから、実家の仕送りのレトルト食品で食いつないでいたけれど、私たちが付き合っている間は、ご飯は全部かすみがやってくれていたんだった。

フライ返しでなんとか卵焼き器から中身を取り出すけれど、形は無茶苦茶で、卵焼きなのかなんなのかわからない物体ができてしまった。

「うううう……」

出来上がったものを見て、がっくりとうな垂れる。その間に、かすみはフライパンでジューッと音を立ててアスパラガスの肉巻きを焼き付けていた。出来上がった卵焼きを見て、かすみはにこにこしている。

「大丈夫だよ、これくらいなら。切ればなんとかなるから」

「切ればって……でも見た目これだよ？」

「固まらないかと心配してたけど、無事固まったんだから大丈夫だよ」

「うう……」

かすみの手元の、綺麗な照りを付けて焼き上がった肉巻きが恨めしい。

そんな中、かすみが指を差した。

指差した先には、皮むきしたにんじんに包丁、桜のクッキー型があった。

「じゃあのどか。にんじんを輪切りにして、型抜きしてよ。型抜きした分を、レンジでチンしたら食べられるし。それくらいならできるでしょう？」

私が卵焼きひとつでもたもたしている間に、かすみはさっさと次にやることを用意してくれていた。

にんじんの輪切りくらいはできるし。

そう思いながら包丁を持つものの。かすみが使うと、リズミカルな音を立てるのに、私が使うとドン……ドン……とおぼつかない音になる。それでもなんとか輪切りになった。

「で、できた！」

「じゃあ包丁は置いて、そのまま型抜きを」

「うん！」

包丁をまな板に置いて、型抜きをしようとしたとき。手にブスッとクッキー型を突き刺した。

「イッダッ!?」

「なんで!?」

かすみは慌ててフライパンの火を止めると、私の手を掴んだ。そしてクッキー型を見る。

「あー……刃の付いている方を上に置いちゃったかあ……」

「……クッキー型って、上下ってあるもんだったの？」

「あるよー。でもそんな力一杯押さないとそもそも手を刺すなんてことないけどなあ……ちょっと手の治療しようか」

「いいよ、そんなの。舐めてりゃ治るし」

「のどかー。そんな訳のわからない拗ね方しないの。絆創膏ばんそうこう巻くだけでしょ」

「でも……かすみだってばっかみたいって思ったでしょ？　私だってそう思ってるんだから」

いくらなんでも、クッキー型で怪我する人なんていない。私が唇を尖らせてそう訴えると、かすみは溜息をついた。

「のどか、そんな風に言っちゃ駄目。可愛いのが台無しだよ？」

「可愛くなんか……」

かすみに手を取られて、無理矢理ベッドに連れて行かれると、そのままアルコールを吹き付けられて、丁寧に絆創膏を巻かれてしまう。全然頑張ってないのに、まるで頑張って料理をしていたみたいだ。

「……ありがと」

「うん。でもなんだか懐かしくなっちゃったな」

「なにがよ？」

「ええ、のどか。覚えてないの？　花見弁当の話までしたのに？」

今まで明るかったかすみが、途端にしょげた声を上げるので、私も焦る。なにかあったっけ……ああ、そういえば。

「……かすみの家に泊まったとき、一緒にお弁当をつくって公園まで花見に行ったこと？」

「そう！　あのときものどか、一生懸命手伝ってくれるけれど、ことごとく失敗してたよねえ……」

そうしみじみと思い出されて、だんだん私の頬も熱を持ってくる。

私の料理できなさ加減を見ていたかすみは、毎日重箱で弁当を持ってきて、私に半分くれるようになったんだった。

あんまりそれが続くもんだから、花見のときくらいは私も頑張ろうと、スマホでレシピサイトを検索しながらつくったけれど……ミニハンバーグは見事に焦げ、うずらの卵は爆発し、おまけにかすみの家には炊飯器がなかったから、鍋でご飯を炊く方法がわからず、どろどろのおかゆみたいなものをつくってしまったんだった。

それを笑いながら平らげてくれたんだったな、かすみは……そして。

恥ずかしくなり、私がベッドの縁で太股を摺り合わせていると、「のどか」とかすみは優しく呼んできた。

私が顔を上げた途端、優しい笑みを浮かべたかすみは、ベッドの縁に膝を乗せて、私の唇を奪ってきた。

「ん……ちゅっ……うう……んっ」

最初は優しく啄ついばむようなものだったけれど、だんだん酸素をたっぷりと奪われるかのように唇を吸われ、舌で唇の輪郭を舐められる。呼吸が鼻だけでは足りなくなって、とうとう口を開けてしまったら、舌で私の歯茎から舌の根までを蹂躙じゅうりんされてしまった。

久々のキスだったはずなのに、私は浅ましくもかすみの背中に腕を回して、もっともっととねだるように舌を伸ばし、じゅぷじゅぷと絡め取られて吸われてしまった。腰が砕けそうなキスをしていると思った途端に、そのままベッドに沈み込む。

「のどか……かーわいい。あのときもだったね、疲れちゃったからふたりで休憩に行ったの」

そう囁ささやかれて、小さく頷いた。

あまりにもまずいお弁当のせいで、自分でつくったにも関わらず、お弁当を残してしまった。そのせいでお腹を空かせたものの、花見シーズンのせいで、レストランも食堂も団体客が詰めかけ、どのお店にも入ることができなかった。

やっと入れたのがラブホテルで、そこでご飯を注文したんだった。

初めての非日常に、そのまま私たちはベッドにもつれ込み、初体験をしたんだった。

今朝に見た夢を思い出す。あの光景は、あのときのものだった。

そして熱を持った瞳で見下ろしてくるかすみは、私のシュシュに手を伸ばしてくると、髪を解いてしまった。そして背中に手を伸ばしてくるので、私は手を突いて背中を浮かせた。

ジッパーが降ろされ、下着姿の私の体がまろび出る。

「相変わらず、可愛い下着使ってるね、のどかは……」

「……言わないで、そういうのは」

「褒めてるんだけどな、ギンガムチェックのブルー……うん、可愛い可愛い」

「だって……似合うって言ってたじゃない。ギンガムチェック……」

私はかすみが好きだと言ってくれたものは全部覚えていた。ブルーのギンガムチェックを似合うと褒めてくれたけれど、あからさま過ぎて下着にしか使えなかったんだ。

私の告白に、一瞬かすみは目を見開いたあと、にっと笑った。

「それ、期待してもいいの？」

「……好きにしたらいいでしょ」

私の可愛げのない言葉は、再びかすみの唇に吸い込まれてしまった。

キスを繰り返しされながら、ワンピースはベッドの下へと追いやられる。フロントホックのブラはプツンといともたやすく外され、形が崩れないようワンピースの上へと落とされた。私の胸を、彼女の私より大きめの手が包み込み、やわやわと揉まれる。

わざと先端は外され、乳輪だけなぞる手が憎らしい。決定的な刺激は与えられることはなく、これじゃあ私は生殺しだ。

「や……めて……」

「ん、なあに？　胸はもうやだった？」

「なんでそんな意地悪言うの……」

「だって、のどかは素直じゃないからさあ。さあ、教えて。どうして欲しいの？」

「……胸、揉まれるだけじゃ……やだ」

「揉まれるのが嫌なの？」

そう言いながら、乳輪を指でくるくると撫でられる。やっぱり先端の刺激は与えないつもりらしい。じらされるのが嫌いなことを知っているのに、ベッドの上じゃなかったら素直に欲求を口にしないせいで、普段はおおらかなかすみは、ここじゃ意地悪ばっかり言う。

私は目尻に涙を溜めながら訴える。

「さ、先っぽも」

「先っぽ？」

「弄いじって……噛んでもいいし、引っ張ってもいいから……ぁ」

「こう？」

訴えた途端、かすみは私の胸の先端を甘噛みした。途端に私の腰は跳ねる。じらされてじらされ続けた結果、そこは過敏に反応を示した。

たった一回甘噛みされただけで、ぷつんと硬く尖ってしまったのだ。

「可愛いね、のどかは素直で」

「う、るさいっ……下も……触っていいからぁ」

「ここ？　……最近バイトばっかりしてたでしょ。腹筋、ちょっと柔やわらかくなり過ぎだよぉ？」

そう言いながら、かすみは胸の先端を指でぐりぐりと引っ張っていじめつつも、もう片方の手を私の鳩尾みぞおちへと這わせる。くすぐったくてむずむずしつつも、そこは筋トレが足りてないせいで、筋肉が足りなくなっていた。発声練習は続けているのに。

「れ、んしゅう、してるもんっ。ちゃんと」

「なら、ちゃんといい声を出してよ。ほら、ここがいいんでしょう？」

そう言いながら、唐突にショーツの上から脚の付け根をなぞられ、中央目指して手を這わされる。既にギンガムチェックのショーツは、触らずともうっすらと湿って色が変わっているのが丸わかりだ。その濡れた部分に指を往復されると、胸の先端とは違うもぞもぞとした感覚が体中をぐるぐると駆け巡っていくのがわかる。

「ふっ……ううん……っああんっ」

「……ねえ、のどか。ひとりになったとき、ここ触ってた？」

その言葉は、ベッドの上の意地悪でも言葉責めでもなくて、純粋な疑問のように聞こえた。……私を置いていった癖に、なにを言っているんだろう。

どう答えればいいのかわからず、言葉を考えあぐねていたら、ショーツの上から、中央の割れ目に目掛けて指が差し込まれた。それはショーツ越しに、私の花芽を探してもぞもぞと動いている。

布一枚挟んだだけで、物足りなくて、むず痒くて、私は思わずかすみの動かす手首ごと、太股に力を込めて挟み込んだ。

「……触ってた」

「ひとりで慰めてたの？　それとも……誰かいたの？」

それは、まるで確認みたいな、懇願こんがんみたいな色を帯びていた。体はもぞもぞと熱が溜まり、早く発散させたくて仕方がない。

「……なによ、私を置いていっておいて、なんでそんなことばっかり言うの」

「……うん、ごめん」

「謝って欲しいんじゃないの！　……私の体を触って喜ぶような物好き、誰もいなかったよ。特に相手もいないんだから、かすみの手を思い出して触るしかないでしょう!?」

思わず言い切った言葉に、かすみはきょとんとした顔をしていた。

……しまった、ここまで言うつもりはなかったのに。そもそも、怒っているはずなのに。

「……のどか」

「なっ、なによ……」

「全部脱がせていい？」

「も、もう、下着の意味ないんだから、脱がせるしかないでしょ!?　べちゃべちゃして気持ち悪いんだから、さっさと脱がせてよっ！」

「うん、ごめんね。全部脱がせるからね」

かすみは安心しきったような声を上げて、私のショーツの端に指を引っかけ、するすると脱がせていった。私も腰を浮かせて手伝ってやる。

……本当に、事情は一切説明しないままで、私を抱こうだなんて、いい度胸しているじゃない。そう思ったものの、かすみは私を跨またいで、セーター、デニムを脱いでいったとき、彼女の体を見て、思わず喉を鳴らした。

腹筋がうっすらと割れているんだ……見せるためのものやスポーツのものではなくて、発声を最大限まで引き出すための筋肉……。それは一長一短で付くものじゃなくて、毎日筋トレをしないと身に付かないものだ。

……そりゃそうだ。かすみは元々、同期の中じゃ一番の努力家だ。たくさん収録に参加する傍ら、毎日トレーニングを積んで、今の声を維持しているんだろう。

引き締まった彼女の体は、シンプルなデザインのブラとショーツを取り外しても、変わらなかった。スラリとした体型、カモシカのような長い脚。ブラのカップに収まっていた胸もプルリと震える。

そしてその体は私に重ねられる。脚を絡め、胸と胸を重ね合わせると、彼女の柔やわらかい部分と当たる。下腹部は既にふたり揃って濡れ、ぐちゅりと水音を立てた。

「ん……かすみも濡れてる……」

「そりゃあね、のどかの可愛い姿を見てたら、そうなっちゃった」

「馬鹿……」

悪態はまたもかすみの唇に吸い込まれ、気付けば私はかすみの首裏に腕を回して、何度もざらりとした彼女の舌の感触を楽しみ、擦こすり合わせて音を立てる互いの秘裂の感触に身を任せていた。

触れ合った秘裂は驚くほど熱くて、擦り合わせるたびに、どちらのものかもうわからなくなった愛液が泡を立てていくのがわかる。

「ちゅ……ぱ……んっ、れろっ」

「ばぁ……んっああんっりぇろぉ……」

唇を吸い吸われている間に、口内もどちらの唾液かわからなくなったものが混ざり合い、互いの味を確かめていく。そして体中に回った熱が、発散先を求めてぐるぐると下腹部へと集中していく。

「あんっ……もう……イッチャう……イクからぁあ……」

「……んっ、イッてもいいよ。ほら、イッて……？」

「あっああんっ、あんっ…………」

もつれた脚と脚がビクンビクンと痙攣したかのように震え、足の裏までがノの字を描いて跳ねる。気付けば、私たちの重ね合わせた秘裂は、どちらからのものかわからない愛液で洪水になって、シーツを濡らしていた。

気持ちいいという感覚がまとわりついて、抜け切らない。その気怠さでぐったりとベッドに横たわっていたら、ようやく私の上から降りたかすみが、ごろんと私の隣に転がった。

「久しぶりだったけど、気持ちよかったね？」

そう尋ねられ、私は「馬鹿」と何度目かわからない悪態をついた。それにかすみは肩を竦すくめる。

「ああ、そういえば、折角お花見をするのに、弁当をつくっている光景、途中までしか撮れなかったね」

せっかくつくったものだって、まだお弁当箱に詰めてはいない。冷めたから、詰めやすくなっているとは思うけれども。

「録画したものを見て、いらない部分は削ればいいじゃない」

「私、映像を編集したことはないんだよね。上手くやれるかな？」

「わからないけど……でも動画撮影は、ネットで検索すればいくらでもやり方はあるんじゃないの？　なんとかなるんじゃない？」

「そうだね」

ふたり揃ってぐったりとして、まだ動く気にはならなかった。

こんな風にベッドを転がりながら思い出すのは、ふたりで出かけたお花見のときだった。

「思い出すなあ……あのときのこと」

かすみもしみじみとした顔で、流れる金髪を指で弄りながら言う。

「ふたりでお花見に行ったけれど、のどかは全然お弁当食べられなかったね」

「だって、我ながらまずかったんだもん。悪かったわね、料理が下手で……かすみのほうが料理が上手いのに、どうして私の弁当なんて全部食べたの。お腹壊すかもしれなかったから止めたのに」

「たしかにぐちゃぐちゃだったけど、お腹を壊すような感じではなかったよ。お腹空かせたのどかを連れて、ご飯を食べられそうな場所を求めてうろうろしたけれど、花見シーズンのせいか、どこも全然空いてなかったよね」

「そうね……ほとんどの店が予約優先だったから、空いている店が全然なくって」

「唯一空いてたのがラブホテルだったんだからねえ……あそこでご飯を注文して、ふたりでホテルの中を見物してたら、そのまんま盛り上がっちゃってねえ……」

そうだった。私は朝に見た夢を思い出して、顔を火照らせた。

フロントに注文したデリバリーが思いのほかおいしくって、それを夢中で食べ、ふたりで部屋内を探索していたら、そんな気分になったんだった。

……そこで初体験をするつもりはなかったから、互いにただ舐めたり撫でたりしゃぶったりするという、拙つたないものだったと思う。

ようやく起き上がったかすみは、自分の服を拾い上げながら、ベッドに私の服を押し上げてくれる。

「うん、あの頃ののどかは可愛かったよね」

その言葉に、服を受け取りながらカッチンと来る。

「なによ、あそこで私を食べておいて……！」

「合意の上だったと思うけど……」

「そうだけど……！　そうなんだけど……！　……私、あそこで初体験とか全然考えてなかったから、下着なんて適当だったし、もうちょっとかわいいもの用意したかったのに……」

そうごにょごにょと言うと、さっさと服に袖を通していたかすみは、目を丸く見開いたあと、にっこりと笑った。

「やっぱりのどかは可愛いね」

「なっ、なによう……からかってるの!?」

「全然からかってないよ。もっと避けられたり拒絶されたりするって思ってたから、今みたいにしゃべれて、本当に嬉しいんだからさ。昔みたいに、戻れたらいいよね」

そうしみじみと言うかすみに、私はなにも言えなかった。

キスをするときだって、抱くときだって、口でこそ意地が悪かったけれど、私が本気で嫌がることは一度もしなかった。

いつだってかすみは、私を見ながら私が喜ぶところしか愛でなかったし、触られたくない部分や怖がる場所に触れることは、一度もなかった……いつだって私の本音を引き出してくれて、欲求を呼び起こしてくれる。本当に、付き合っていた頃と態度がなにも変わっていないんだ。

それなのに……。どうしてなにも言わないで私を置いていったの。

勝手にキャリアを積んで、勝手に専門学校辞めて……連絡も全部断って。

説明してくれればそれでよかった。言い訳してくれればよかった。ただ、訳知り顔で昔通りに接せられるのだけが、嫌だった。

「……私、まだかすみを許せないよ。私のこと、置いていったのに」

オーディションに受かったんだもん。忙しかったんだろう、ソシャゲのキャラなんだから、収録以外にもいろいろ仕事が入っているんだろう。想像はいくらでもできるけれど。でも全部憶測であって、かすみの口からはなにも聞いてない。

「のどか、ごめんね」

「……謝らなくってもいい。私は、ただ話が聞きたいだけ。なにも言い訳が聞けてないのに、許せないんだから」

「ごめんね」

のどかに頬にキスをされる。

……まあ、謝ってもらったのに、これ以上追求したら、今度こそ私は嫌な女になる。今はこれくらいでいいか。そうして、この場を治めることにした。
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……そしてあれから三ヶ月。

百合営業の中でもケンカ百合という、一見ギスギスしているように見えて、本当は仲がいいというジャンルの動画を撮っているものの、このところランキングの伸びが緩やかだ。

パソコンを何度もリロードを繰り返すものの、順位は変わらない。

「のどかー、あんまりパソコンばっかり見ていると、目が悪くなっちゃうよー？」

「かすみはお母さんじゃないでしょ？」

「違うけど。ほらほら、そうめん茹で終わったから、伸びちゃう前に食べちゃおう」

今年の夏は一段と暑い。

私はノースリーブのワンピースに、冷房よけの薄手のカーディガンを着ている中、かすみは有名ブランドのカットソーにデニムを合わせている。料理中は汗で前髪が貼り付くんだろう。今は大きなピンで前髪を留めて、普段はハーフアップにしている髪もひとつ結びにしてまとめている。

冷房をかけ、窓辺には風鈴をかけて涼しさを演出しているものの。

「……暑い」

カーテンを閉めてもなお日差しがすり抜けて降り注ぎ、冷房が効きにくくなってしまっている。家具が真っ白なのも相まって、あっちこっちに光と熱が乱反射して、余計に暑苦しい。

家の中でもこうだ。外はカンカン照りで、ちょっと歩いたら熱中症になるんじゃないか。実際にカーテン越しに窓の外を覗いても、誰ひとりとして歩いていない。きっと皆、冷房の効いている建物に隠れてしまったんだ。

その中で食べるそうめんのおいしいことときたら。思わず勢いよくずずっとすすっていると、かすみが「それにしてもさ」と切り出す。

「なによ？」

「うん、動画。順調に昇ってきてはいるものの、今の内容だとマンネリかもねと思って」

「そうねえ……このところ、ランキングが全然変動しないし」

私たちは、本業のオーディションを受けに行く傍ら、百合動画を撮っては、ほぼ毎日それをサイトにアップしている。

内容は実験も兼ねて様々で、かすみと一緒に料理をしているところや、ふたりで互いの服を交換して着てみるシーン、発声練習や筋トレをしている動画などを流していた。

最初はかすみの知名度もあってか、すごい勢いでランキングを駆け上がっていったけれど、このところ変動なし、二ヵ月ほど同じ場所で足踏みしている。なんとかしなきゃいけない。

かすみが「ごちそうさま」と言ったあと続けた。

「考えてみたんだけどさ、動画の編集にも慣れてきたし、そろそろ外で撮影とかしてみようよ」

「そ、そうね……今日はいい天気だし、撮影によさそうね」

口ではそう言ってみるものの。いくら新しい動画を模索するためとは言えど、この炎天下での撮影は、撮影しているほうが倒れるんじゃと思う。なによりもこれだけのカンカン照りじゃ、日焼け止めもすぐ汗で流れちゃうからすごく嫌だ。

私があからさまに嫌そうな顔をしたのに、かすみはくすくすと笑う。

「暑いからヤダって、顔に出てるよ？」

「そ、そんなことないし!?　全然平気なんだから！」

「うん、私だって、この炎天下じゃ暑くって撮影どころじゃないよねと思うよ。だから涼しいとこに行こうよ。プールとか。最近はナイトプールとかもあるし、撮影するにはもってこいじゃないかな」

「えっ……プール……」

それに私はプルプルと震えた。それにかすみはきょとんとする。

「のどか？」

「い、いやあ……たしかにそれだったら、外でも撮影できるけどさ……そのう……」

「もしかして」

かすみが私のほうに手を伸ばすと、無遠慮にワンピース越しにお腹を揉んできた。

「ひやっ!?　ちょ……なにすんの!?」

「水着着たくないの？　でもふたりで筋トレしてたから、お腹の柔さは大分取れたと思うんだけどな。久々に会ったときなんて、もっとぷにぷにだったもんねえ？」

「ひ……やぁ……ちょっと……人の肉を揉むなぁ!?」

「のどかのエッチ。お腹を揉んだだけじゃない」

「そもそもそんなやらしい手つきで揉むほうが悪いんじゃない!?」

ぱっと体を庇うと、かすみはカラカラと笑った。

「でも別に水着が嫌な訳じゃないんだね？」

「それは……」

尋ねられて、言葉に詰まる。その中、かすみはのんびりと言葉を続ける。

「最近の水着は可愛いのも多いし、服とそこまで変わらないものもあるし。どんな水着ものどかが着たら可愛いよ。大丈夫大丈夫」

本当にかすみは、褒め上手だ。それがいいところではあるんだけれど、今の私にとっては残酷だ。

私はジト目でかすみを見た。

スラッとした体形、脚は長くて太股は綺麗。だから体のラインが露骨に出るデニムを穿いて長い脚をこれでもかと披露できるんだ。

出るところは出て、締まるところは締まっている……その横で、水着を着るの？

胸は……まあ大きいかもしれない。だらしない体って訳ではないけれど、綺麗でもないのに、水着を着て並ぶのは、正直。本当にヤダ。

私の思惑を知ってか知らずか、かすみはいつもの調子でおだてて乗せようとするけれど、私は必死で首を振り続ける。

「絶対に似合うよ、のどかの水着」

「ヤダ……着たくない。高校以来水着なんて着てないのに」

「でも可愛いよ？」

「ヤダ……似合わないと思うし」

「でも私はのどかの水着が見たいよ？」

そこで本当にさらっと褒め殺すから、もう……！

何度も押し問答をした結果、とうとうかすみは私の手を両手で握ってきた。

「大丈夫、他の人に見せたくないんだったら、私しか見ないから」

「……それ、外で撮影するっていう提案に反しない？」

「だって、撮影のとき貸し切りにしてしまったら、私以外は、のどかの水着を見ないでしょう？」

「いったいどこで水着撮影をするつもり!?」

「本当に駄目とか無理とかって言うのなら、いっそラブホテルにでも……」

「いや、付き合ってもいないのにそれは駄目でしょう!?　あとこれ百合動画の撮影だよね！　もういいよ！　さっさと水着買って、とっとと撮影しよう！」

私が吐き出した言葉に、かすみはニコォーと輝く笑みを浮かべた。

「うん、のどかだったら、絶対にそう言ってくれると思ってた。素直じゃないんだもの」

し、しまったぁ……また乗せられたぁ……。

思わず頭を抱えてしまったものの、今のままだと撮影ランキングも頭打ちなんだから、ここで突破口を開いたほうがいい。

こうして、私たちは水着を買いに行くこととなったのだった。
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私たちが訪れたショッピングモールは、夏休み中の学生やカップルで溢れていた。

その中で辿り着いたショップは、ひと際華やかだ。

店舗の入口には、これでもかと派手な水着を着てポージングしているマネキンが並び、次から次へと華やいだ雰囲気の水着が並んでいる。

店の中に若い女の子たちがひしめき合っていて、家族や恋人に水着を見せて感想を言い合っているようだった。

私はどうにか無難なワンピース水着に手を伸ばそうとするものの「だぁーめ」とかすみに取り上げられてしまった。

「な、なにすんの!?」

「駄目だよ、のどか。こういうのは、もっと脚とか見せないと。それにさあ、ふりふりし過ぎて、のどかが着たら太く見えちゃうでしょ」

私が選んだ水着は、全体的にレーシーなものだった。これだったら恥ずかしくないかなと思ったけれど……私の胸だとたしかに膨張して見えてしまう……。

「わ、わかってたもんっ、それくらいはっ。そういうかすみは、どんなの着る気なのよ？」

「私？　ほら、これ」

それは、胸も下もしっかりカバーしているものの、お腹も背中も丸見えなアースカラーのビキニだった。私が最初に手に取ったワンピースよりも明らかに布地が少ない。

そりゃたしかにかすみには似合うだろう。スタイル抜群だし、くびれがしっかり見えて絶対に綺麗だ。でも。どうしてここまで堂々としてられるんだろう……？

「……これ結構布地ないよ？　恥ずかしくならない？」

「そう？　ソシャゲって結構グラビア撮影が多いからさ。胸の谷間を見せるような服はそんなに着ないけれど、脚は結構出してたよ？」

「ああ……そっか」

ソシャゲのキャラのコスプレって、結構布地が少ない上に、かなり奇抜なデザインが多い。最近は声優が担当したキャラの格好をしてグラビアを撮ることも多いから、露出は多めでも普通のデザインの水着くらいはなんとも思わなくなるのかも……いや、それよりも。

「……よくよく考えたら、かすみは在学中、メイド喫茶で働いてたしね」

その店は声優志望が多くて、メイドになりきることで演技の練習になるからと、こぞってバイトに励む子が大勢いたけれど。私は何度誘われても断って、コンビニのバイトをしていた。

スタイル抜群な上に、溌溂とした笑顔と対応で、かすみはかなりの売上を叩き出していたはずだ。

私の提案に、のどかは「えー」と唇を尖らせた。

「メイド服、普通に布地多かったし、ソシャゲのキャラほどすごい派手でもなかったじゃない。可愛かったよ？」

「はいはい……そういうことにしておく」

かすみの言葉を流しながら、私は必死に自分に合う水着を探しはじめた。胸が大きいから、露出し過ぎるといやらしく見え過ぎるし、隠し過ぎても逆効果だ。

比較的露出を抑えたパレオにするか、さっきよりもデザインがシンプルなワンピースにするか……ハンガーにかかっている水着を手に取って考え込んでいたら、「のどか、のどか」とちょいちょいとかすみにつつかれる。

「なに、もう自分の分買ってきたの？」

「そりゃ買ったよ。そうじゃなくってさ、これなんかのどかに似合わないかなと思って」

「あ……」

私はかすみの持ってきた水着に、口をポカンと開けてしまった。

彼女の持ってきたのは、胸元にリボンを付けた……真っ白なビキニだったのだ。かすみの水着よりも露出度が高い。

「ちょ……、私がこんなの着たら、痴女になるじゃない!?」

「そう？　隠そう隠そうとしたほうが、よっぽどいやらしくなるから、もう健康的にバーンと出してしまったほうがいいと思ったんだけど」

「着るの私なんですけど!?」

「でもさあ」

そう言いながらかすみは持ってきた水着を撫でる。その手つきは妙に優しい。

「のどかには白が似合うし、他にも探したんだけれど、これが一番清楚に見えると思ったんだよね。駄目……？」

「……本当に、痴女に見えない？」

「見えない見えない」

「これで撮影したら、恥ずかしくならない？」

「皆、のどかの水着を見てびっくりしちゃうと思うよ。可愛いから。大丈夫」

私はおずおずと水着を手に取った。……まあ、腹筋は鍛えたし、もう前ほどぷにぷにのお腹ではないと思う。胸は……あんまり強調されてない方がいいなあ。

会計を済ませたあと、かすみはうきうきとしていた。

「うん、のどかの水着姿、楽しみだ」

「あのね……かすみじゃない、私にこの水着を着てって勧めてきたのは」

「そりゃ見たいし。私が頼んだら、だいたい断らないから」

「うっ……」

そのかすみの発言に言葉を詰まらせる。おだて上手がなにを言っているのか。なによりも。

「か、勘違いしないでちょうだい。そもそも、あんた以外の押しが通った例なんてないから」

「それだったら、私が悪者みたいじゃない。のどかの甘さに付け込んだんだから」

「自覚あるのか!?　私だって、誰の言うことでもホイホイ聞いている訳じゃないんだからね!?」

「うん……そりゃそっか。のどかはいい子なのに、すぐに噛み付くから、わがままだって誤解されがちだしね」

「そんなことないし……」

口では否定していても、頭ではわかっている。

専門学校時代からそうなんだ。

周りは演技も上手くて、顔もいい。

そんな中で学校に通い、オーディションを受け続けていたら、落ちるたびに心が折れ、そのたびに辞めていく子が増えていくから、残っているのは自然と我が強い子ばかりになる。そうなるとどうしても、なにかあったら大喧嘩に発展していた。

その中で大きな波風を立てずに生き残れたのは、ひとえにかすみのおかげだった。彼女は専門学校に在留していた中でも数少ない気遣いで、トラブルの仲裁をしょっちゅうしてくれていた。

一方落ちこぼれの私は、とにかくアピールしないとと思っても、演技はもちろんのこと、顔もスタイルも自信がなかったせいで、中途半端な毒吐きキャラみたいな位置づけになってしまっていた。

落ちこぼれだったから、誰かと大きな波風を立てることはなかったものの、そんな私をかばってくれていたのがかすみだった。

優しいかすみが周りをとりなし、きついことを言わないといけないところは私が代わりに言っていた。互いに苦手な部分を補い合いながら、上手くいっていたはずだったのに。なんでいなくなったんだろう。

三ヶ月一緒に暮らしていて、なんとか話題を振っても、のらりくらりとかわされたり、さらりと話題をすり替えられたりして、未だに理由を聞き出せていない。
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帰ってきてから、「さあさあ」とかすみに促される。

「早速水着を着て、見せ合いっこしよう！」

「ちょ……そこでさっさと脱ぐのを止めなさいよ!?」

玄関でポイポイとカットソーもデニムも下着ごと脱ごうとするのを、必死で留める。それにかすみは「えー」と声を上げた。

「脱がないと、水着なんて着られないでしょう？」

「そういうことじゃない！　どこででも脱がないで！　せめて風呂場か脱衣所で着替えればいいでしょう!?」

「ええ……ベッドだとそんなこと言わないのに」

「それとこれとは話が別！　羞恥心を捨て過ぎにも程があるでしょ！」

……そうだった、かすみの悪い癖だ。演技のために、人よりも羞恥心が低い人間になってしまったんだ……。

ベッドでムードをつくったり、その場の勢いでだったらともかく、こんなところでいきなり全裸になられても、こちらとしては反応に困ってしまう。私が必死に押し留めると、渋々と水着を持って脱衣所へと向かう前にこちらに振り返る。

「でものどかはどうするの？　水着は着ないの？」

「着ます。着るから！　早く行ってよぉ！」

「はあい」

それに納得して、今度こそ脱衣所へと去って行った。

はあ……疲れた。それにしても。

買ったばかりの水着を袋から取り出して、プチンプチンとラベルをはさみで切った。そして自分の体にワンピース越しに当ててみる。

似合うのかな。かすみは何度も「似合う」って言ってくれたけど。

私はおそるおそる水着に着替えると、姿見で確認してみた。

「……うわあ」

似合うかどうかは、正直わからない。お腹はスースーするし、お尻はギリギリだ。ただ胸の谷間はというと、リボンのおかげで思ったよりもいやらしくない。どちらかというと清楚に見えなくもない。

でもこれを着てプールに行けるかというと。

「……無理ぃ」

人目の付く場所で、この水着を着る自信が全然になかった。似合う似合わない以前に、恥ずかしいが先に来る。今までこんなに露出したことなんか、ないんだもん。

こんなことなら、かすみに押し切られる前に、パレオがいいと言い張ればよかったと、水着のまま後悔していたときだった。

「のどかー、着替えたー？」

「わあ……っ！」

私は思わずベッドに飛び込んで、そのままタオルケットを被ってしまった。それを水着のかすみはきょとんとして見ていた。

アースカラーのビキニを纏ったかすみは、金色に染めた髪も相まって、露出の割には健康的だ。すらりとした体型に均整の取れたプロポーションがうらやましいほどに見事で、誰もが目を離せなくなる。

「……似合うんじゃないの？」

そうぼそりと可愛げにないことを言うと、かすみは屈託なく「ありがとう」と笑う。

あまりにも堂々しているところもまた、彼女のいいところであった。そしてかすみは、私の逃げ込んだベッドのタオルケットを、ぐいぐいと引き剥がそうとしてくる。

「のどかー、タオルケットを被っても暑いだけだよー。それにもう着替えてるんでしょ？　私だけ見せるのはやだよー」

「やーめーてー！　恥ずかしいからー！」

「のどか、そんなんじゃ駄目だよ。そんなに恥ずかしがってたら、動画が撮れないんだからさ」

「ほ、本番になったらちゃんとするから！　駄目！　本当に駄目だからぁ……！」

私の必死の抵抗もむなしく、あえなくタオルケットは引き剥がされてしまう。私は手で隠そうとするものの、かすみは私の水着姿を満足げに見ていた。

「うん、似合うね。やっぱりのどかには、これくらいが可愛いよ」

「うううううう……」

たまりかねた私は、とうとう泣き出してしまった。それにはさすがにかすみもぎょっとする。

「ちょ……のどか!?」

「うううう……私だってわかってるもん……最近の声優は、演技だけじゃなくって、私自身もいっぱいアピールしないと駄目だって……でも……やっぱり水着は無理ぃ……恥ずかしい……」

「ああ、ごめんね。のどか……私に見られるのも嫌だった？」

かすみは慌ててタオルケットごと私を抱き締めると、背中をぽんぽんと撫でてくれた。その手は優しく、私は撫でられながら小さくかぶりを振った。

「かすみに見せるのは平気だけど……やっぱり知らない人に見せるのは怖い……」

「うーん、そっか……ごめんね。動画の企画、立て直さないとね……」

そうあっさりと撤回されると、心底申し訳なくなる。かすみは私を撫でながら言う。

「うん……私、のどかがもっと自分をさらけ出せるようになれば、もっとできることが増えるって思ったんだけどな」

「さらけ出すって……もっと肌を出せってこと？」

「そういう意味じゃなくってさ。のどかはすぐ勘違いされちゃうようなことを言ってしまうのも、人に突っかかっちゃうのも、要は自分を信じ切れてないからじゃないかって思ったんだよ。オーディションだって、脚本を読むだけじゃなくって、感情を思いっきり出さないと伝わらないじゃない。その練習ができたらいいと思ってたんだけど……ごめん、先走った。もっとイチから説明しないとわからなかったよね」

それに私は俯いた。

……自分でもわかっている。オーディションでちっとも成果が出せない理由。それは自分に自信がないからだ。自己主張して、嫌われたらどうしよう、駄目だって思われたらどうしよう。そう思うと体が強張こわばって、声帯から上手く声が出なくなる。なんとかしゃべろうとしたら、出てくるのは悪態ばかりだ。

きっと百合動画を撮るときに、かすみが気遣ってあんまりしゃべりまくる動画にしていないのは、まずは私が自己主張することに慣れさせるつもりだったんだと思う……水着でパニック起こして泣き出すようじゃ、あんまりなんだけど。

「……私も、かすみみたいにさらけ出せるように、なれるのかなあ？」

私のぽつんと呟いた声に、かすみは力強く頷いた。

「練習したら、のどかだってきちんと自己アピールできるようになるよ」

「うん……」

おずおずとタオルケットから手を離すと、ふたりの間にスルリと落ちた。私の水着姿を見て、かすみはにこやかに抱き着いた。

「やっぱり可愛い。うん、本当によく似合うよ、のどか」

「……私のこと褒めてくれるのなんて、かすみだけだよ……」

「そんなことないよ。動画だって、私ひとりじゃ撮り続けることができなかったしさ」

「うん……」

私がそのままかすみにしなだれかかったときだった。かすみの手が、さわさわと私の水着に包まれたお尻を触っている。ん……？

「ちょっと……かすみ？」

「でも思っているより可愛かったから、これはたしかに私が独り占めしたほうがいい気がしてきた……やっぱり企画はイチから練り直したほうがいいね」

「それはわかったけど……どこ触ってるの!?」

「うーん、ちょっと思い出したんだよね」

そう言いながらようやく私のお尻から手を離したかすみは、両手でハートをつくった。

「『ご主人様、素直じゃない私に、どうかお仕置きしてください』」

「…………っ!?」

私はボボボボッと顔を火照らせた……覚えている。ものすっごく覚えている。私が硬直しているのをわかってかわかってないのか、かすみはにこやかに続けた。

「メイド喫茶で働くのは、怖がって断っていたけど、そこの制服をのどかが着たがっていたよねえ。だから貸してあげたら、ほんっとうに可愛くてねえ。思わずスマホに容量いっぱい写真撮っちゃったよね。そしたらさあ……」

「わーわーわーわー……!!」

「今でも写真保存してあるよ、見せてあげようか」

「見せなくっていい……！」

「これを誰にも見せられないのはもったいないよね」

「だって！　これはかすみ専用だし……！　私が見てもしょうがないじゃない！」

とうとう私が叫ぶと、かすみはニカリと輝くような笑みを浮かべた。

「じゃあいっぱい慰めたから、そのご褒美をもらってもいいの？」

そこまで言われて、とうとう根を上げた。そのままぺたんとベッドに座り込んだ。

「……好きにしてください」

「もっとはっきり言って。それだけじゃあ伝わらないよ」

本当にかすみってば、ベッドでは本当に意地が悪いんだから……！

「ううっ……可愛がってよ……」

「うん」

そう言って私の頭をなでなでする。これ、私がちゃんとイチからジュウまで言わないと、全然なんにもしないやつだ！

私は顔が火照るのを必死で堪えつつ、欲求を口にした。

「……抱いてよ。いっぱい胸を触って揉んで……お尻も可愛がって……ああん、もう。かすみの好きにしなさいよ！」

そこまで一気に吐き出した途端、かすみは満足げに笑みを浮かべてから、私の唇を奪ってきた。普段の啄むようなキスでも、舌をペロペロとするディープなキスでもなく、余裕がないような吸い付くキスだった。

「ちゅっ……ぱっ……ちゅ……ちゅ」

「はぁ……んっ……ちょっと……苦しいってば……かすみ……っ！」

「いやあ、本当に可愛いね」

「か、からかわないでよ！」

「からかってないよ。本当のことだからさ」

唇が腫れるんじゃないかというくらいに吸い付かれたと思ったら、するりと私の水着に手をかけてくる。そのままプルンと乳房がまろび出た。

その先端を指でクリクリと弄ってくる。

「ふっ……ああんっ……取れちゃうぅぅぅぅ！」

「取れないよ、そこまで強く触ってないから。でも、ちょっと乳首大きくなっちゃったね？」

「か、すみがずっと触るからぁあ！　あぁんっ……！」

かすみは私の乳房に顔を寄せると、ジュウッと音を立てるほど吸い付いてきた。片方の乳房はやわやわと揉まれ、片方の先端は甘噛みをされたり、舌で転がされたりと、好き放題されるたびに、背中がガクガクと震える。

「ジュルッ……ん、ちょっと胸が大きくなったね？」

「ずっと揉まれて、吸われてたらぁ……胸だって育つもん……あぁあんっ……」

「でも心配だよ。こんなに乳首がコリコリしてたらさ、水着着て大丈夫だった？　擦れて感じちゃったりしてた？」

「そんなとこで……しゃべんないでぇ……息が当たっちゃうからぁ……擦れて感じたりなんて、しないもんっ……」

「そっかそっか。我慢しなくってもいいからね」

からかい混じりにかすみは言いながら、さんざん胸を揉みしだいてから、鎖骨のほうに舌を這わせると唇を寄せ、ジュッと吸い付いた。途端に赤い痕が付く。キスマークが付いちゃう。

私は「ひあっ……！」と声を上げつつ、抗議する。

「ちょっと……痕付けないでぇ……動画撮影できないじゃない……」

「今はこっちに集中して。それに水着は別の機会にするからさ」

「もう……好き勝手言うんだからぁ……はぁんっ」

かすみは鎖骨だけでなく、乳房ちぶさ、鳩尾みぞおち、腹筋にまで舌を這わせ、口づけを落とし、どんどんキスマークを付けていく。こんなにマーキングされたんじゃ、恥ずかしくて外を歩けやしない。

やがてまだしっかりとお尻を収めている水着にまで手を伸ばすと、そこもしゅるりと脱がしていった。既にそこは軽く糸を引いていて、それがますます私を火照らせていく。

「いっぱいキスして、気持ちよくなったんだね？　えらいね、のどか」

「うううう……好きにしてって言ったけど、私ばっかりぃ……」

「いいの。それに、ここも好きでしょう？」

そう言いながら私の太股をかすみの肩に引っかけると、私の茂みを露わにする。そしてそこからひょいと花芽を見つけ出すと、そこにまで舌を這わせてジュブリと吸い付いた。途端に腰が跳ねる。

「ひぃ……ぁああんっ」

「じゅる……じゅ……ここも大きくなっちゃったね。イくのが癖になって、困ってない？」

「そんなとこ……今は自分で触ってないもんっ」

「そうだね……久々に再会したときは、ここももっとこう、慎ましやかだったもんね……レロッ……ジュップ……」

「吸わないでぇ……舌転がさないでっ……頭おかしくなっちゃうし……またおっきくなっちゃうぅ……」

そこはだんだんと芯を持ってきて、主張を示してきた。私の懇願なんて無視されてしまう。いやいやと首を振っている間も、かすみは楽しげに花芽を愛でながら茂みを掻き分けると、顔を秘裂のほうへと寄せてくる……まさか。

「そ、そんなとこ、舐めちゃやだぁ……」

「ジュル……そう言われて、舐められるとすぐにイくからでしょう？　いいよ、イッても。上手くイケるか、見といてあげるから」

「やらぁ……あぁんっ」

私が否定すると、すぐに指で強めに花芽をくすぐられる。そこは芯を持っているせいで、くすぐられると上下に揺れて恥ずかしい。

「嘘言っちゃ駄目だよ、『やだ』じゃなくって『イイ』でしょう？」

「やらぁ……ひいっ」

思わず漏れた言葉に、かすみは容赦なく花芽を抓つねる。痛い。

「ちゃんと言って、イキたくないの？」

「ひゃ……あぁんっ、あ、あぁ……イイ……イィからぁ……ちゃんと、イカせてぇえ……」

「わかった」

そうかすみが短く言ったかと思うと、思いっきり舌をねじ込んできた。さっきは浅瀬を舌でピチャピチャ舐めていただけだったのに。舌がねじ込まれ、ザラザラした感触と体温が私の中を蠢きはじめる。

それは、先程とは比べものにならない、刺激、快感、悦楽を呼び起こして、だんだん私の秘裂から溢れてくる愛液が粘りを帯びはじめる。

「あっ……ああっ……あああっっ……はぁあっ……イク……イッチャう……イッちゃうん……ヤ……イイ……イイからぁ……！」

だんだん視界がちかちかとしてきて、自分でも吐き出している言葉の意味がわからなくなってきた。ただ気持ちいい気持ちいいという感覚だけが頭を埋め尽くしていき、視界が真っ白になっていく。

「ほら、イッてもいいよ？」

そんな私の気持ちを知ってか知らずか、私の中を舐めてすすっていたかすみが、私の太股の間からそっと囁く。

彼女のその言葉に反応して、腰がビクンビクンッと跳ね上がった。

「あぁあ……ああっ……ああぁあぁぁ…………イッちゃう……イッちゃうぅぅぅぅ！！」

頭が真っ白になり、腰から下の力が抜けて動けなくなる。それと同時に、開放感が押し寄せてくる……ん？

私のさんざん弄られて芯を持った花芯から、ぴゅるぴゅるとなにかが出たのだ。

「あっ……駄目ぇ……見ないで……や……いやぁああああ…………！！」

こんなの愛液なんかじゃない。これは……これは……。

いい年して。同居人の前で漏らした挙げ句に、あろうことか、それを彼女に引っかけてしまったのだ。

開放感が収まるとじわじわと羞恥心が迫ってきて、私はとうとう声を上げて泣き出してしまった。

「ご、ごめんなさい……無理ぃ……本当に……無理ぃ……」

そのまま凝り固まって動けなくなっている私の太股の間で、かすみは冷静に手を伸ばしてボックスティッシュを取ると、私の体を拭いていた。

「うん、水着を着ていたからよかったね。シーツは替えないと駄目だけど」

「……本当に……ごめんなさい……」

ここでもっと罵ののしってくれたら言い返せるのに、冷静にされると恥ずかしがっているこちらが余計に責められているような気がしていたたまれない。私は必死で泣きながら謝ることしかできなかった。

嗚咽おえつを漏らしながら謝り続けていたら、かすみは困った顔で笑う。

「んー、私のほうこそごめんね。ベッドだとあんまり素直に誘い受けしてくるから、可愛くなっちゃって、ついついやり過ぎちゃうの。のどかは恥ずかしがりなんだから、もうちょっと私のほうで加減しないと駄目なのにねえ？」

「うう……」

先程イッたばかりの私は未だに起き上がる力が出ず、余韻で身動きが取れなくなっていた。

そんな中でも、かすみは「よっと……失礼」と私の足や胸に引っかかっているビキニをそのまま取り除くと、私をお姫様抱っこで持ち上げる。それに私は慌てる。

「ちょっと……重いでしょ？　自分でシャワーくらい浴びれるからあ！」

「でものどか、今イッたばかりで腰が抜けてるでしょ？　いいよいいよ、気にしないで。私の責任なんだし。それに私、これでも結構鍛えてるから、のどかくらい軽かったら余裕余裕」

そのまま風呂場にまで連行されると、私を膝に乗せて、かすみはシャワーのノズルを回してお湯をかけてくれた。

温かなお湯の感触の心地良い刺激に、身を委ねていた……でも。

風呂場の鏡に写った自分の体を見て、悲鳴を上げた。

「……なにこれぇ、これじゃもう、プールの撮影どころか、普通の撮影だってできないじゃなーい!!」

胸から臍へそまでに散らばったキスマークの数は尋常じゃなく、隠しきれる量じゃない。とてもじゃないけれどこんな姿を撮影できない。いくら百合動画を撮影していると言っても、過激過ぎるのは事務所から怒られる。

それには、さすがにかすみもペロリと舌を出して、謝罪してきた。

「ごめん……のどかの反応が可愛くって、ついつい所有印を……」

「馬鹿ぁー!!　なんのために水着買ったの！　私、恥ずかしいの頑張って着たのに、結局エッチしただけじゃん！　どうするの!?」

「だからごめんってば。でもさっきも言ったでしょう？　のどかの水着姿は、私も見せたくなくなったし、内容はまた考えようって」

「言ったけど！　でもこれ、夏服のほとんどは、隠れないじゃない！」

「ひとつだけ隠れるのがあるよ。夏っぽい衣装で、きちんとキスマークも隠すことができるから！」

「……本当？　まさか、メイド服着て、『いらっしゃいませご主人様』ってさせるんじゃないでしょうねえ……？」

「私のことをなんだと思っているのかな、のどかは！　大丈夫だよ、のどかも納得するから！」

ボディーソープの泡を塗りたくられて、一気に洗い流される。さっぱりとしたものの、問題はなにひとつ解決していない。

でも。

「……まあ、いいけど？」

私は相変わらず可愛げのない返事をした。
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その日、初めての手持ち撮影で、かすみは一生懸命にカメラの設定を弄いじっている。

この数日は熱帯夜で寝苦しい日が続いていたけれど、今夜は久々にベランダに出ても涼しく感じた。

「ちゃんとモード設定にしてる？　夜景設定にしてないと、本当になんにも撮れないよ？」

「わかってるわかってる。はい、撮影開始！」

「顔、ちゃんと写ってる？　かすみも隣に来れる？」

「はいはい」

軽く打ち合わせをしてから、その後は全部アドリブでやっているけれど、今のところ私の言動はかすみが軽く軌道修正を加えることで、私が悪態をついても「ツンデレ台詞ぜりふ」と取られている。社長が提案したケンカ百合動画の方向性は、これでいいらしい。

かすみが選んだ水着だと、キスマークだらけな体が映ってしまうから、とてもじゃないけど動画が撮れない。だからと言って普通の夏服でも問題がある。どうするのだろうと思っていたら、かすみが通販で買ってくれたのだ。

夏の定番、浴衣だ。これだったら襟元まできっちり締まっていても不自然じゃないし、撮れる映像だって涼し気で夏っぽさを醸し出すことができる。

私は紺色の地に朝顔を描かれた浴衣を黄色い帯で締め、かすみは水色の地に金魚の描かれた浴衣を赤い帯を締めて着こなしていた。髪はそれぞれお団子にまとめて、丸簪まるかんざしを刺して留めた。

そして水を張ったバケツを持ってきてやるのは、線香花火。

花火は燻る匂いを立てながら、パチンパチンと燃えていく。

シューシューと立ち昇る煙に、赤々と燃える花火の色。浴衣を着込むと汗ばむけれど、映像だけは涼し気だ。

私たちはそれに火を付け、どちらのほうが長く持つかを競争していた。

「ああ……また……！」

私の花火のほうが派手に弾けるのに、その分だけ落ちるのが早く、三本続けて負けてしまった。私が本気で悔しがっている中、かすみはゆったりと笑う。

「大丈夫だよ、のどかの線香花火は綺麗だもの」

「でも全然長持ちしないしっ、私だってもっと長くもたせたいー」

「そうかな？　花火は終わるから綺麗なんだと思うよ？　地味なまんま、ずーっと燃えていたら、案外味気ないかもよ？」

そう言って、かすみは笑った。

……そういえば。未だにかすみにはここの事務所に入った理由を聞き出せてなかったけれど、彼女のデビュー作であるソシャゲが、今年の夏にサービス終了したんだった。関係者にはもっと早くに知らされるんだろうけど、それ以外の人間は発表されるまでは知る術はない。

ネットではそのソシャゲを惜しむ声がたくさん流れていた。

かすみが事務所を変えたのは、単純に初の大きな仕事が終わったせいなんだろうか。それとも……。

「あっ……！」

ふと気付くと、かすみの四本目の線香花火の火が落ち、ベランダに転がった。

「やった……！　初めて勝った！」

「のどかー、花火に勝ち負けはないよー？」

「でもでも、初めてなんだもん。やったー、嬉しい！」

「もーう、のどかったらあ」

私たちはハンドカメラで交互に夜景と花火、互いの浴衣姿を撮りながら、撮影は終了した。

まあ、いっか。

花火はいつか終わってしまうけれど、今年の夏の想い出は、一生物のはずだ。
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なんだかんだで、ランキングはジリジリとではあるが上がっていった。ふたりで動画を撮りながら同居をはじめて、気付けば半年が過ぎていた。

「あっ、金木犀きんもくせいの匂い……」

「もうすっかり秋だねえ……」

いろんな服を着られるようになるのが、秋の一番いいところだ。私が紺色のワンピースにカーディガンを合わせている隣では、かすみは黒いタートルネックにデニム、上にはライダージャケットを着て歩いていた。

今日は有名マンガ原作のアニメのオーディション。もしここで端役でも勝ち取ることができたら、破格の経歴になる。

そのせいなのか会場には、見覚えのある有名声優から、オーディション常連らしき人。中にはキョロキョロそわそわと落ち着かずに辺りを見回したり、緊張をどうにかほぐそうと手にずっと米を書いて飲み込んでいたりする子たちが混ざっている。

今回のオーディションは、シャッフルでつくられたグループで、順番に演技をしていくというものだった。脚本も配役も、グループ内で適当に割り振られるから、普段はしない役もしなければならず、台本を持つ手にも汗が滲む。

緊張感のあるグループオーディションで、「よろしくお願いします！」と同じメンバーの人たちに挨拶をする。

　その内のひとりに見覚えがあった。会釈をすると栗色のツインテールが揺れ、ワインレッドのワンピースが可愛らしい人だった。確かに知っているはずなのに、名前を思い出せない。誰だっただろう。そう思う間もなく審査が始まる。

『行っくよー！　ファイヤーボール!!』

可愛く伸びやかな声。その声でようやくわかった。

うちの事務所で、私たちが仮契約する直前に一位になって正式採用された、秋場あきばいろりさんだ。正式契約するまではとにかく苦労していたらしく、売れるまでは同人声優で食いつないでいたって言う、可愛いながらも無茶苦茶バイタリティー溢れる人だ。

彼女の演技力に圧倒されそうになるものの、我に返って彼女の演技に合わせる。

『今ので勝ったなんて思わないでちょうだい？　ちょっと油断しただけなんだから！』

『じゃあ、こいつでどうだ!?』

緊張で心臓の音がうるさいのを抑え込みながらも、どうにかオーディションを終了させた。

自分ではなかなか良い演技ができたと手応えを感じたけれど、結果はまだわからないよね。

控え室に置いている荷物を取りに帰ると「ええっと、牧開のどかさん……で合ってますよね？」と声をかけられた。

振り返ると、さっき一緒だったいろりさんだ。

「こ、こんにちは！　同じ【ニュードリーム】所属の牧開のどかです！　秋場いろりさんですよね？　動画見て勉強してました！」

慌てて挨拶するものの、どうしても声が上擦る。私のへっぴり腰な挨拶でも、いろりさんの笑顔は変わらない。

「いや、大袈裟。私もそんなにすごい動画なんて撮ってませんよ」

そう言っていろりさんはころころと笑う。やはり頭角を現す人は売れても謙虚なんだなあ。偉ぶらないところが、ますます尊敬してしまう。

「私も見てますよ。のどかさんとかすみさんのコンテンツ、少し変わってるなあと思って、楽しんでました」

「きょ、恐縮です……ケンカ百合を撮るといいんじゃないかっていう社長提案でして……険悪に見えてないといいんですけど……」

「見えてないです、見えてないです。ケンカ百合なんて難しい題材、よく練られているねと、おちばさん……私の相方さんですね……と一緒に言いながら見てました」

「ありがとうございます」

そう言われてしまうとくすぐったい。

ちなみに暮里くれさとおちばさんは、私たちと同年代ながらも高校時代から声優をしていたという大ベテランだ。その人にひけを取らないいろりさんは、やっぱりすごいな……と私は尊敬してしまう。

「そこでなんですけど。今度私たち、ホテルで撮影したいって思っているんで、一緒の事務所の子たちとコラボしたいと思ってあちこちに声をかけているんですけど、なかなか予定が合わなくって実現できてないんですよ。今月末の一泊二日とか考えているんですけど、のどかさんたちの予定はどうですか？」

「撮影会……ですかあ」

思わぬ提案に、少しだけ戸惑う。

ホテルで一泊二日なんて、たしかに新鮮な映像が撮れそうではあるけれど……かすみだけならともかく、まだなんの結果も出してない私がお邪魔して大丈夫なのかなと、少しだけ気後れする。

「はい。ホテルのスイートルームのアフタヌーンティーなんて、ふたりでやったらなかなか割高ですけど、二組だったら割と手頃な値段になりますんで。どうですか？」

ホテルの一泊二日ってだけでなく、スイートルームでの撮影なんて、考えたこともなかったなあ。

　でもそっか。そんなこと、なかなか思いつかないと思う。そもそも知名度の高いいろりさんやおちばさんを絵に使ったら、私たちの動画にも人が流れてこないかなという下心もある……。

　私は「たいへん魅力的なお誘い、ありがとうございます」と頷いた。

「かすみにも予定を確認します。そのあとに返事でもいいですか？」

「ありがとうございます！　おちばさんにも伝えておきますね……それに、私も前に、先輩たちにすごくお世話になったんで、後輩の力になりたいなと思ったんです。あともうちょっとで、のどかさんたちもランキング上位に食い込めますもん」

核心を突かれて内心ギクリとした。まさかふたりの知名度にあやかろうとした下心を見透かされたんじゃと思って、少しだけ気まずい。でもいろりさんは全然気にしてない様子だった。

「売り込むためにはなんだって使うのは常ですから、気にしたら駄目ですよ」

「そ、そうですか……ははは、わかりました」

　こうして、私はいろりさんと通信アプリのＩＤを交換してから、かすみとの待ち合わせ場所に向かった。

　既に待ち合わせ場所に立っていたかすみに、オーディションの手応えの話と一緒に、いろりさんからの提案を言ってみると、乗り気な私とは裏腹に、かすみは少しだけ腕を組んで考え込んでしまっていた。

「なに？　お誘いの内容に問題があったかな？」

「うーん……そうじゃないんだけどさ。ほら、いろりさんとおちばさんは、仲のいい百合動画、正統派の人たちじゃない。私たちはケンカ百合やってるのに、仲良くアフタヌーンティーを撮って、方向性が迷子にならないかなと思って」

「むぅー……たしかにそうなんだけどさ。いろりさんたちが自分たちの知名度使って動画撮ってもいいよって言われて……せっかくのお誘いに乗らないのはもったいないかなと思うんだけど」

「知名度かあ……たしかに、あのふたりのコンテンツだったら、他のも見てみたいって思うから、私たちの方にも視聴者が流れてくるかもね。うーん……」

かすみはまだ納得できてないようだった。

普段だったら、誰に対しても親切だし、好意は素直に受け取るのに。どうにも今回は煮え切ってない様子だ。もしかして。

「……もしかして、かすみ。いろりさんたちと一緒に撮るのが嫌なの？」

「そういう訳ではないんだけど……でも、そうだね。私たちだけだと、視聴数の伸びもゆっくりになってきたから、ここで新しいことをしないと、これ以上の上昇は見込めないかも。わかった。一緒に行こう」

「わーい、やったぁ！　スイートルームのアフタヌーンティー!!」

「のどかー、それが目当てなの？」

「それも目当て！」

こうして、私たちはいろりさんに参加の返事を送ってから、スイートルームに見合う衣装を見繕うことになったのだ。

いったいどんなことになるんだろうと、少しだけそわそわとしながら。
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約束の日、都内の有名ホテルにやってきて、私は思わず天井を見上げた。

「あのシャンデリア、高いんだろうね……あんなに大きいの初めてみたかも」

「そう？　大袈裟だよ、すごい顔になってるよ、のどか」

まだロビーに立っているだけなのに、ピカピカの内装に、ベルボーイが荷物を運んでいく様、ホテルマンがキビキビと働く姿。豪華な内装に上品そうなお客たち、それをもてなす一流のサービスに、私は圧倒されて立ち尽くしていた。

一流ホテルに行くんだからと、張り切ってチェリーレッドのパーティードレスにカーディガンを合わせてきたのに、もう早くも後悔している。自分、場違い過ぎないかな。

かすみはパンツスーツで胸元にスカーフを巻いて、いつも通り平然としている。

私がガタガタ震えている中、かすみは苦笑する。

「のどか。また悪い方向に考えているでしょ？」

「そ、そんなことは……」

そう反論しても、かすみは笑うだけで、それ以上なにも言わなかった。

あれ？　そこで私は違和感を持つ。普段だったら、かすみは間違いなくフォローや励ましの言葉のひとつやふたつくれるのだけれど、今回は私が緊張していることを指摘しただけだった。

もしかして、かすみもどこか調子を崩している……？

そう埒が明かないことばかり考えて、落ち着かないままでいたら「お待たせしましたー！」とこちらに手を振ってきたふたり組に、私たちは目を奪われた。

いろりさんは相変わらず綺麗な栗色のツインテールに、膝丈のカクテルドレスをバラのコサージュを留めて可憐さをアピールしている。その隣に立っている人は、凛とした佇たたずまいで、赤地に黒い蝶の柄の着物を纏っていた。黒い艶やかな髪をハーフアップにしている様はたおやかさと凜々しさを併せ持っている。

「初めまして、暮里おちばです」

「こちらこそ初めまして！　牧開のどかです。彼女は」

「……お久しぶりです、初花かすみです」

あれ？　私はきょとんとして、かすみを眺めた。

おちばさんはベテラン声優だし、もしかして昔からの知り合いだったのかな。

一瞬かすみは困った顔をしたものの、すぐにいつもの明るい笑みに戻った。

「それじゃあ、行きましょうか。何階ですか？」

「はい、鍵は借りてきましたから、こちらへ。３３階です」

こうして私たちはエレベーターへ乗った。

さすがに着飾った女性が四人となると華やかな雰囲気で、心も弾む。

「すごい！　景色が！　ビルだらけの街が豆粒みたい！」

今までも、デパートの屋上とか、高い場所から景色を眺めることはいくらでもあったけれど、スイートルームからの眺望は格別だった。

この部屋から下界を見下ろしていると天下を獲ったような気持ちになるから不思議だ。

今度は自分だけの力で来られるようになるんだから。

私がはしゃいでいると、かすみは苦笑した。

「のどかー、先に部屋の中を見ようよ。見て、ここ私たちのアパートよりもずっと広いよ」

「そうですよねえ、ここだけで、四組分くらいは住めるんじゃないですかね？」

そして豪華なのは、景色だけではなかった。

まずはウェルカムドリンクにウェルカムスイーツのぎっしりと入った籠の乗っているテーブル。シャワールームはふたつあるし、ベッドルームだってダブルがふたつある。

「すごい……いつもこんなところで撮影会しているんですか？」

私が尋ねると、いろりさんが「そんなことできる訳ないじゃないですかー」と手と首を同時に振る。

「たまたまですよ。たまたまこの期間だけ、値段が安くなったから、取れただけですよー。もし誰も一緒に行けなかったら、ものすごく高いアフタヌーンティーになってましたから」

「うふふ……いろりさん、運がなくってなかなか予約が取れなかったんですよ。今回はご一緒できたし、ラッキーでした」

おちばさんがそう優しくフォローすると、いろりさんは甘えたように「運がないのは余計ですよぉー」と唇を尖らせる。

このふたりの緩やかな甘い雰囲気に、私は内心「いいなあ」と思ってしまった。

かすみとは同棲はしている。キスもエッチなこともしているのに、付き合ってないのが私たちの今の関係だ。たしかに元々付き合っていたけれど、別に復縁もしていないんだ。

だから、互いのことを想い合っているのが見て取れるこの人たちが、私は純粋に羨ましかった。

そうやってあちこちを見て回っていると、ドアが鳴った。

「失礼します。本日のアフタヌーンティーでございます」

「すごい……！」

テーブルに並べられたそのセットにみんなは歓声を上げた。

ひと口サイズのケーキはどれもこれも宝石を散りばめたかのような光沢。焼きたてのスコーンに小さなキッシュ。漂う香ばしいバターの匂いで、蕩けてしまいそう。

「それでは皆様ごゆっくりお過ごしください」

「ありがとうございます」

おちばさんは余裕の笑みで対応してくれていたけれど、残りの面々はケーキセットに目が釘付けになってしまっていた。

ホテルマンが去って行ったのを見てから「はいはい、お菓子を食べるのもだけれど」とおちばさんが手を叩く。

「先に撮影の準備をしましょう？　食べるのはそのあとで。でも、冷めたら折角のスコーンが台無しだから、早めにしてしまいましょう」

「すみません……誘ってくださったのに、目的忘れてはしゃいでしまって」

私が謝るとおちばさんはくすくすと笑った。着物姿でも動きが滑らかで洗練されている。

「いいえ、こちらがホストですもの。のどかさんとかすみさんはふたりのペースで準備をしてくださいね」

「もう大急ぎでやっちゃいます」

私は機材を取り出そうとバッグを広げた。

「私たちもカメラ用意しちゃおう」

「うん、そうだね」

「かすみ？」

どうにもスイートルームに入ってから……ううん、おちばさんに会ってから様子がおかしい。なにげなくかすみの視線の先を目で追ってみて気付いた。

……いろりさんと一緒にカメラのセッティングをしているおちばさんを見ているのだ。

まさか、と私は思う。

彼女はこの中で一番のベテラン声優だから、かすみだって現場で会ったことくらいあるんだろう。私の前からいなくなったのって、まさか……。

他に好きな人ができたからだとしたら？

一瞬考えたものの、「のどか」とかすみに声をかけられて、はっとした。

「それじゃあ、先にいろりさんとおちばさんに紹介してもらうシーンを撮ってから、私たちはそれぞれ食べているところを撮ろう……どうせだったら景色を眺めているのどかも撮りたいけど、これはあとで編集できるから、食べ終わってからにしようか」

「う、うん！　仕方ないわね、そうしましょう？」

「のどか？　ツンデレを出す部分が変だよ？」

「そ、そんなこと、ないから。さあ！　スイーツたちが待ってるわ！」

「うん」

こうして、私たちの撮影はスタートした。

まずは先輩ふたりの動画に参加用のものを撮ってから、私たちがふたりを紹介する動画を撮る。そして食事シーンという段取りだ。

いろりさんとおちばさんは、羨ましくなるほど、楽しく食事をしていた。

「おちばさん、このキッシュさっくさくですよ。あとこれ……リンゴこんもり乗ってますねえ？」

「タルトタタンね。リンゴの上に生地を載せて焼くから、基本的に生地よりリンゴの量のほうが多いの」

「へえ……！　じゃあおちばさんもあぁーんしてくださいよ」

「くれるの？　じゃあ、あぁーん……」

促されておちばさんは小さく口を開けると、いろりさんは嬉しそうな顔でタルトタタンをすくって彼女の口に入れる。

思わず私まであぁーんしてしまっていた。

いいなあ。私たちは今まで、そういう食べさせ合いっこなんかしたことがない。

私がじぃーっとふたりを見ていたら、「のどかのどか」とかすみに窘たしなめられる。

「ああいうの、やりたいの？」

そう尋ねられる。それに私は「うっ……」と喉を詰まらせる。

……正直、羨ましいとは思う。でも、私たちの売り出し方じゃ仲が良過ぎるように見えたらまずいし、そもそも恥ずかしいが先に勝つよ。

「ま、まあね……ああいうのが、受けるんでしょうし……」

「受けるんだったらやる？」

「やるって？」

食べさせ合いっこ？　と聞く前に、かすみは手元のプレートにあったフルーツタルトをフォークで半分に切って差し出す。

「はい、あぁーん……」

「ちょ……ちょっと。止めなさいよ。恥ずかしいじゃない」

「のどかー、変なところでツンデレ発動させないのー」

「そうじゃなくって……」

いいなあと羨ましかったのは本当だ。でも、されるのは今じゃないと体が拒否する。口元にフォークを持ってこられても、私はぐいぐいと腕を押して抵抗する。

それをいろりさんとおちばさんは微笑ましく見守っている。ふたりとも動画を見てくれているので、ケンカするほど仲がいいくらいにしか思っていないんだろう。

……だって。おちばさんに見せつけるためになんて、したくないんだから。

油断したところで、ひょいと口の中にフルーツタルトを突っ込まれた。サクサクの生地にフルーツがおいしい。

「んー！」

「うん。おいしかった？」

かすみはにっこりと笑う。

普段は優しいのに、なんで今日はこうも強引だったんだろう。なんだかもやもやした疑問は残るけれど、その笑顔にいつも誤魔化されてしまう。
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撮影が無事に終了し、今晩はここで泊まるということで、ひとりずつシャワールームを使うことにした。

順番をダイニングルームで待っている間、私は「はあ……」と何度目かの溜息が漏れる。

「どうかしましたか？　今日、途中から様子がおかしくなっていたみたいですけど？」

「いろりさん……」

同じくシャワー待ちをしているいろりさんに声をかけられて、なんと説明すべきか迷った。まさか私が疑惑を向けているかすみとおちばさんの関係をそのまんま口にしたら、いろりさんだって傷付くんじゃ……と思う。

私は言える範囲を考えてから、口を開いた。

「……私とかすみ、昔は付き合ってたんです」

「あらあ……今はそうじゃないんですか？」

「はい……。かすみと突然連絡が付かなくなってから、【ニュードリーム】と仮契約するまで、なんの音沙汰もありませんでした。今もどうしていなくなっていたのか、聞き出せなくって……だから私は今もこだわっていて、それなのにかすみははぐらかしている……変な関係が続いているんです。なんだかいろりさんとおちばさんが羨ましいです。なんでも話し合えてて」

「うーん、どうなんでしょうね、それは」

いろりさんは腕を組んで、私と向き合ってくれた。

「好きだから、余計に言えないことってありますよね？　だって、下手に地雷を踏み抜いて嫌われたくなんかないじゃないですか。私とおちばさんも、入ってはいけない領域は超えないようにしています。誰にだってそういうもの、ありますよね」

「そう……かもしれませんね」

いろりさんにそう言われ、私はかすみに対して怒っていたもろもろのことを考える。

何度聞いても教えてくれないのは、私よりもよっぽど要領がいいって思っていたかすみの気遣いだったんだって、いろりさんに言われるまで考えもしなかった。よくよく考えたら、私は自分のことで精一杯で、自分の気持ちを押し付けてばかりいた。

「かすみの気持ちにやっと気付けた気がします……なんだか、私つくづく自分勝手だなあって思いました。いろりさんってすごいですね？」

「ええー、そんなこと全然ないですよー。だって、好きな相手に隠し事あったら、不安に思うのは当たり前じゃないですか。そこで考え過ぎて自己中毒起こすのだって、よくある話です。ですから相手のこと想っているんだったら、言ってくれるのを待つのは必要だと思いますけど、不安だってことはきちんと伝えたほうがいいですよ」

「ええ？　それって……いいんですか……？」

「疑心暗鬼に陥るよりは、よっぽどマシですよ！　大丈夫、大丈夫。かすみさんすごくいい人じゃないですか。言っちゃったほうがいいですよ！」

「……わかりました。いろりさん、本当にありがとうございます」

そう言って彼女に頭を下げたところで、ふわんと気持ちのいいシャンプーの匂いが漂ってきた。スイートルームだとアメニティまで高級そうだ。

「お先に。のどかも入ってらっしゃい」

「お湯いただきました。いろりさんもどうぞ」

それぞれシャワールームから出てきたかすみもおちばさんも、気持ちよさそうな顔で、備え付けのバスローブを着ていた。私はいろりさんにもう一度頭を下げてから、「お風呂もらってきます！」と下着とバスローブを持って入っていった。

私は体を洗いながら考えた……かすみに言ってみよう。私の想っていること全部。そして、言ってもらえるのをいつでも待っているって言おう。

変なところでツンデレ厳禁。頑張るぞ。そう意気込んで、シャワーで泡を洗い流した。

私たちが宛がわれたほうのベッドルームに向かうと、かすみはカーテンを開けて窓から夜景を眺めていた。

「見て、のどか。景色がすっごく綺麗」

私はかすみの隣にそっと寄り添った。その横顔は少しだけ元気がなさそうだ。

「ねえ、かすみ。今日ずっと様子がおかしいけど、なにかあった？」

「おかしいかな？」

「うん、おかしいよ。私には言えないこと？」

そう尋ねると、かすみは困ったように笑みを消して私を見つめていた。怒ってはいないんだけどな。私はそう思いながら「えいっ」とかすみの肩にしな垂れかかった。言葉が足りなくて、どうしたらかすみを元気づけられるのかがわからなかった。せめて体温越しに伝われと、そう念じながらくっついた。

ふわりと、同じ匂いのシャンプーが香った。

「ちょっと、のどか？」

「……別に怒ってませーん。嫉妬したけど」

「嫉妬って、誰に？」

「だって今日、ずっとおちばさんを見つめてたから、もしかして会ってない間に、おちばさんとなにかあったんじゃって、ずっと嫉妬してたんだからさ」

「ええ……!?　私、そんなことしない。誰ともなにもなかったよ」

「知ってまーす。でも不安なんだよ」

私はそのままグリグリとかすみの肩に頭を擦り付ける。

「……かすみがいなくなった理由も、おちばさんとなにかあったのかも、言いたくなったら言ってよ。それまでは待っててあげるから。でも私が嫉妬したことも不安になったことも、覚えておいて」

「……のどか。もう私のこと怒ってないの？」

「そりゃ黙っていなくなったこと、今でも怒ってるけど。好きだから全部許すとか、嫌いだから許さないってもんじゃないじゃない！」

「……矛盾してない？」

「ええーい！　うるさいうるさいうるさい！　イチかゼロかだけで全部決められないじゃない！　理屈じゃないんだよ、好きっていうのは！」

「プハッ」

私の宣言に、とうとうかすみは噴き出した。

さっきまで深刻ぶった顔をしていた癖に、かすみは私を肩に抱えたまま笑い出してしまい、笑いながら私の背中に腕を回してきた。

「……私も、のどかがずっと好きだよ。でも信じて。私がずっと好きなのは、のどかだけだから」

「本当？」

「そこは信じてくれないんだ？」

「だって……かすみは誰に対しても優しいし、気遣いの塊だから……」

「でも私、のどかにしかキスしない」

そう言いながら、私の頬に彼女の頬を擦り寄せてきたと思ったら、唇を付けてきた。

コイツ……キザ！　私が怯んだ隙を突いて、そのままヒョイッとお姫様抱っこしてきたと思ったら、行儀悪くも足でカーテンを閉めてから運ばれ、ベッドに横たわらされた。かすみは笑いながらベッドに膝を乗せてくる。私は唖然としてかすみを見上げていた。

「ちょっと！　今そういう雰囲気だった!?」

「だってさ。私、再会してから初めてだもん。のどかにこんな熱烈な告白を受けたのは」

「なにそれー……ふぎゅ」

抗議の声は、かすみの唇で塞がれた。顎の下を舌で突かれ、舌の根までなぞられ、れろっと口腔を一周される。その舌遣いに、抵抗する気力は腰と一緒に抜けてしまった。でもかすみにばっかり好き勝手させないと、私もかすみの背中に腕を回し、口腔で蠢く彼女の舌をくすぐった。

薄目を開けて見ると、普段は陽気で、ベッドではひたすら意地が悪いかすみが、必死な顔をして私を求めているのが見えた。頬が蒸気しているのは、なにもシャワーの温度だけじゃない。雰囲気に酔っているんだ。

可愛い。そう胸中で思ったとき、私のバスローブの帯が解かれた。肌が露わになると、外気を感じて体が粟立つ。かすみはひたすら口を吸い、舌を絡めてくる。私は興奮と愛おしさで朦朧としながらも夢中でそれに応えた。

首筋から鎖骨、胸、わき腹、臍の周囲そして腿の内側へとキスされ、肌を吸われる。キスをされた場所から熱が点り、どんどん熱が体中を回っていき、さっきまで鳥肌が立っていたのが一転、熱の発散を求めてはふはふと呼吸が荒くなっていく。

「あぁ……ああんっ……かすみぃ……」

手を伸ばすと、かすみが私の背後に腕を回して背中を撫でてくる。私もかすみのバスローブの帯を引き抜き、剥ぎ取ると、彼女の体温をダイレクトに感じて安心した。

ふるりと震える胸をかすみがやわやわと揉みしだき、片方の先端に歯を立ててくる。既にさんざん気持ちよさを教え込まれた胸は、先端が尖って、指でグリグリといじめられやすい形になる。

「……今日は早くない？　隣でいろりさんたちに聞かれるかもしれないから？」

耳元でそう囁かれて、はっとする。……そうだ、隣のベッドルームには、いろりさんとおちばさんが眠っているんだから、聞こえてしまうかもしれない。私は咄嗟に指を噛んでなんとか声を出すまいとするけれど、かすみは私の手を絡めて封鎖してしまった。

「や……らぁ……声聞こえちゃったらぁ……」

「聞いてもらおうよ。かすみはいい声で鳴くんだから」

そう言って、わざと私が声を上げやすいようにと、胸の先端を指でピンピンと弾きはじめた。すっかり開発された場所の甘い痺れに、声が漏れ出そうになるものの、唇を噛んでなんとか耐える。でも。

かすみは私の耳朶をハムハムと甘噛みしてから、中に舌を突っ込んできた。さんざん乳首を弄んでいた手はもっと下腹部のほうに下がり、今度は私の秘裂をなぞって、花芽をコリコリといじめはじめる。

耳の穴を舐められ、陰核を指で意地悪される。上と下を同時に責め立てられて、とうとう必死で食いしばっていた口が緩み、端からよだれが漏れ出てくる。

「は……ぁあ……やら……やらぁってばぁ……」

「感じやすい体になっちゃったもんね。喘ぎ声をいっぱい聞かれちゃったら、エッチな子だねって思われるかもしれないね？」

「ちがうもんっ……ちがう……かすみが意地悪するからぁ……ひぃんっ……っ」

いやいやするように首を振ったら、同時に乳房が震える。まるで私のいじめられている部分をかすみの腕に擦り付けるような仕草になってしまい、それでさらに感じてしまう。

かすみはクスリと笑う。

「のどかは本当におっぱいが弱いね」

「だれのせいで……こうなったと思ってるの……」

耳元で囁くように言われると、ますます官能的な気分になってくる。そこはすっかりと秘裂から溢れてきた愛液で濡れそぼり、指で刺激されるたびに、水音も一緒に立つようになっていた。

隣に聞こえるんじゃないかと、必死で声を抑えるものの、かすみはわざとらしく、そこを刺激して声を出そうと促してくる。

「私のせいだったら嬉しいかな……」

「ひぃん……っ」

熟れに熟れたそこは、刺激を与えられるたびにピクンピクンと反応する……腰もそれに応じて跳ね、そろそろ限界が近い。

「や……めて……声……漏れちゃう……」

「漏れちゃえ」

「やら、その言い方……違うものが漏れそうな気がする」

「どっちを漏らしても、私はかまわないよ？」

「かまう、どっちもよくないぃ……ひぃ……あぁあ、……ああんっ」

とうとう体中がビクンビクンと跳ね、我慢しようとしていた声が溢れ出てくる。かすみは何度も往復していた陰唇から指を外すと、秘裂の浅瀬を指の平でなぞりはじめた。そのたびに秘部がヒクンヒクンと反応を示す。

「あぁ……イッちゃう……イッちゃうぅ……やぁ……聞こえちゃうのにぃ……」

「イッてもいいよ、のどか……」

「やぁらぁ……」

いやいやと首を振るものの、容赦なくあそこに合わせる指を動かされてしまう。浅瀬がピチャピチャというだけで物足りないと思っていたのに、ときどき指をくの字に曲げられると、私の中がビクンと蠢うごめき、なにかを求めてうねる。

もうイキたいのか、イキたくないのかわからず、息は荒くなるばかりだ。耳元で、かすみは囁いた。

「もうこれだけさんざん喘ぎ声を上げちゃったんだから、隣に聞こえているかもね」

「……!!」

途端に、体が大きく跳ねて、局部がかすみの指を咥え込む。腰が勝手に痙攣を起こし、愛液が女陰からドロッと溢れた。

「あっ……あぁあ……あっ……」

ビクンビクンと体が勝手に跳ねる。愛液はベッドのシーツを濡らすほどに溢れ出ていた。かすみは満足そうに微笑んでいる。

悦楽で頭が真っ白になり、腰の辺りにいつまでも気持ちのよさが残る倦怠感を感じつつも、一度熱が吐き出たことで、徐々に羞恥心が戻ってきた。

「……隣に聞かれてたらどうしよう。いろりさんやおちばさんと明日、どんな顔で会えばいいの」

私が顔を赤らめたり青ざめたりしていると、かすみは「うーん？」と首を捻った。

「別に気にしなくってもいいんじゃないの？」

「よくない！　……いくら百合営業だからって、同じ事務所の子の夜の事情なんて知りたくないじゃない……」

「だって、ここスイートルームだよ？」

「知ってます！」

「壁なんて、他の部屋よりよっぽど気を遣っているよ？　だって私たち、いろりさんたちの声聞こえる？」

うん……？　よくよく考えれば、ベッドルームを分けているとは言え、同じ部屋なんだから、寝息のひとつやふたつくらい聞こえてもおかしくないはずなのに、そんなものは聞こえやしない。

そもそもスイートルームはＶＩＰ用だから、防音処理されているはずだった……。って。

「つまり……からかったってこと!?」

「だって、そのほうがのどかが盛り上がるかなと思って」

「盛り上がらない！　盛り上がらないから！　ああ、もうっ！　人が必死で我慢してたのに、なんでかすみったら、本当に……！」

「嫌いになった？」

かすみはにこっと笑う。

私は唇を尖らせ、ちょっとした不満を訴えた。音信不通だったことの説明は未だに受けてないし、そのことについては未だに根に持ってはいるけど。誰にでも気配りをするかすみが、私にだけは変なちょっかいをかけるのは、今にはじまったことじゃない。

「そんなことで嫌いになったりしない……」

「うん。じゃあ、続きをする？」

そう言って、私にのしかかってきた。一度イッた私と違って、かすみはまだ満足してないはず。私の会陰に重ねられたかすみのものが既にぬめって潤っているのがわかって、私は喉を鳴らした。

「……私がイッたのを見せただけじゃない」

「好きな子が興奮しているのを見て、釣られて興奮しちゃ駄目？」

「……っ、駄目じゃない」

かすみに抱き締められ、私も互いの乳房の形が変わるまで密着する。途端に重なった場所がグチュッと音を立てた。ベッドのスプリンクのままに腰を跳ねさせ、ゆるゆると動かしていくと、粘った水音がどんどんと大きくなっていく。

たまらず私がかすみの唇を重ねると、かすみはそれに答えるように、私の歯茎の裏を舐める。下からも上からも水音が響いている、互いの体温が混ざっていく錯覚に陥る。そして二回目の絶頂を目指して、腰の揺れは加速していく。

「あぁ……かすみぃ……好きぃ……」

「私だって……好き、のどかぁ……」

「ああ……あぁあ……あぁああんっ……!!」

こうしてお互いに絶頂を迎え、私たちの間を愛液が溢れるようにして流れてきた。もうどっちのものかなんてわからない。ただ心地のよい体温に身を任せて、私たちは眠りに着いたのだった。
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私たちが互いに告白してから、一夜明け。

朝食に行くため、慌ただしく準備して着替えを済ました。

「お待たせしました！」とダイニングルームに向かうと、いろりさんが私の姿を二度見したかと思うと、さっと頬を赤くして、おちばさんの後ろに隠れてしまった。

へっ？　今日の服装なにか変だっけ？　思わずかすみと目を合わせて不思議がって首を捻っていると、今日も着物姿が素敵なおちばさんが、困ったように頬に手を当てて小首を傾げた。

「……ええっと、仲がよろしいのはかまわないんですけれど。今日の撮影は止めておいたほうがいいかもしれませんね」

そう言って、頬に当てていた手で、軽く首を突いた。えっ。

思わず化粧ポーチからミラーを取り出して、自分の首を見た途端に「キャァァァァァァァ!!」と色気のない声を上げた。

そこには、どう申し開きをしても誤魔化しきれないほどのキスマークが、ひとつふたつじゃなく付いていたのだ。

キスされたのは首より下だったから大丈夫だと思っていたのに。私は思わずかすみを睨むと、かすみは「えー……」と肩を竦めた。

「告白、嬉しかったから寝顔を見ながら付けてたけど、まさか今日の服がそこまで首が出るとは思わなかったから……」

「どうするの、こんなにたくさん付けてたら、隠しきれないじゃない！」

「ごめん」

「もう……！」

私がいつもの調子でギャンギャンと吠えている中、それを見ていたいろりさんは、とうとうおちばさんの影に隠れて笑いはじめてしまった。おちばさんがたしなめるようにいろりさんに言う。

「いろりさん、そこまで笑っちゃ悪いわ？」

「で、ですけど……なんか、本当に仲がいいんだなと思って……」

ふたりから微笑ましそうに見られているのが気恥ずかしくて、私は慌てて「ちょっと首をなんとかしてきます……」と一度寝室に戻った。持ってきていたハンカチで、なんとかスカーフの代わりにならないかと、首に当てながら考えていると。

「のどかさん、のどかさん」

そう声をかけられた。振り返ると、いろりさんだった。

「すみません、もうちょっとしましたら朝食届きますし、先に食べていてくださいよ」

「いえ、ここでじゃなかったら、ふたりでお話できないと思ったから」

そう言いながら、いろりさんは後ろに誰もいないことを確認してから口を開いた。

「ちょっと、昨日のことが気になったから、おちばさんに確認取ったんですけどね」

「え……」

そういえば。おちばさんをずっとかすみが気にしていた理由は、結局聞き出せずに終わっていたけど。いろりさんも気になっていたんだ。

「おちばさん、事務所の所属替えの前に、お仕事で一緒になったことがあるらしいんですよ。そのときにかすみさんと話をしていたらしくって……」

「……！　教えてください。おちばさんとかすみ、なにかあったんですか？」

思わずつんのめると、いろりさんは慌てたように首を振った。

「落ち着いてください、まず、ふたりとも恋愛関係ではありませんでした。ですから、なにかあったとかの心配はしないでくださいね」

「あ……はい」

「ただ、精神的に参っていたかすみさんを、おちばさんが励ましていた時期があったらしいんで。ここから先は、さすがに私がお話しするのもあれなので、残りは直接かすみさんから聞いたほうがいいですよ」

「え……参っていた……ですか？」

かすみは同期で真っ先に名前が売れた声優だ。ベテランのおちばさんが励まさないといけない事態って、なんだったんだろう……？

少しだけ考えたあと、私はいろりさんに頭を下げた。

「……ありがとうございます、わざわざ教えてくださって」

「大丈夫……ですか？」

「はい。私たち、付き合いだけは本当に長いですから。かすみは私のツンデレに付き合ってくれる数少ない子ですけど、私だってかすみの頑固に付き合えるただひとりの人間ですから」

そう言うと、いろりさんはふっと笑った。

「頑張ってくださいね」

「はいっ」

私はそう言って、キスマークをなんとかおしゃれに誤魔化すと、ふたり揃ってダイニングルームに向かった。

既にテーブルには数種類のパンやスクランブルエッグにオムレツやフルーツが並べられていた。見た目の華やかさと美味しそうな匂いに食欲がそそられる。私が戻ってくると、かすみはカメラを持ってしょんぼりとしていた。

「のどか、ごめん……」

「ううん？　もう気にしないから。私、これでもあんたと付き合い長いのよ？」

そう言ってにこりと笑った。

かすみと付き合えるのは、私だけなんだからと自信を持って。
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離れてからも互いを想い合っていたことがわかり、やっとわだかまりが溶けた。

気持ちが通じ合ったせいなのか、すべてが順調に運んでいた。人気声優とコラボしたことで、視聴数が跳ね上がり、ようやくランキングひと桁にまで漕ぎ付くことができた。

日頃からコツコツ動画をアップし続けた成果が、やっと実りつつある。

そして季節はすっかりと冬に切り替わっていた。

今日は今年一番の寒波。窓ガラスはすっかりと外との寒暖差で曇ってしまっている。

私はオフホワイトのセーターに巻きスカート。かすみもウォームグレーのタートルネックセーターにデニムと温かい格好だ。

私たちは、ドキドキしながらスマホを持っていた。今日は有名マンガの新作アニメオーディション合否発表の日だ。そこに出演した声優は、間違いなくブレイクすると言われている。

その時、私のスマホに見知らぬ番号から通話が来た。やった！　これはもう、合格通知だよね!?

「もしもし！」

『すみません、北村さんの電話ですか？　この間の契約の件で話が……』

「……すみません、多分電話番号間違っていますよ？」

期待していただけにガックリと力が抜けてしまう。かすみは苦笑しながら肩を叩いてきた。

「しょげないしょげない。まだ今日は終わってないんだから、合否発表だってまだ終わってないよ」

「うん……そうかもしれないけどね……」

「それにしても、冷え込んできたね。なにか飲もうか」

かすみは台所に立って、電気ポットのお湯で紅茶を淹れはじめたところで。

かすみのスマホが鳴った。ディスプレーには見知らぬ番号が表示されている。

「かすみ！　スマホ鳴ってる！」

慌てて戻ってきたかすみにスマホを渡すと、すぐに通話ボタンを押した。

「はい、もしもし……はい、はい。私です……はい」

私はハラハラしながら隣を見ていた。だんだんかすみの背中は丸まっていく。あれ？　この電話……会話の内容からして、業界の人だとばかり思っていたのに。ようやく通話を切ったかすみは、振り返った。今にも泣きそうな顔をして、こっちを見ている。

「かすみ？　今の電話……」

「うん……この間のオーディション結果」

「どうしたの？」

「……合格だってさ。来週、打ち合わせをしたいって」

「ええ……」

私はぐるんぐるんと視界が回るのを感じた。

これ、以前にも私たちが体験していたことだ。

専門学校時代、私たちは同じオーディションを受けて、彼女だけ合格した。

そのあと、かすみはなにも言わずに忽然と姿を消し、音信不通になってしまった。なんで？　どうして？　そう思っても、電話をしても契約は切られているし、アプリはブロックされてしまった。アパートを訪ねても既に引っ越し済みだった。

あの頃の苦い記憶が、走馬灯のように頭を駆け巡っていく。

その幻影を、私は必死で打ち消した。もう今は、時間が経っているんだから、過去の話のはずだ。かすみだって言っていたじゃない。私とかすみ、住む世界が違うから私を捨てた訳じゃないって。今も昔も私のことが好きだって。

そう考えたからこそ、できる限りいい祝福の言葉を選んだ。

「よかったじゃない。かすみがやりたがっていた役だったもの。うん、おめでとう」

私としてみれば、本当に珍しく素直にお祝いするセリフだったんだけれど。かすみは私の言葉を聞いた途端に、この世の終わりのように目を見開いた。

「私は……ひとりじゃなく、一緒に合格したかった」

「そりゃ、私だっておんなじだけど……また別のオーディション受ければいいだけの話じゃない。気にしないでよ」

「……うん……のどかはそうだよね。ごめん。でも」

「なによ」

かすみは唐突に私に抱き着いてきた。

「……ちょっと、かすみ。どうしたの？」

「ごめん……もうちょっとだけこのままでいさせて……私だってわかっているんだよ。のどかは、絶対に私のことを見放したりしないって」

「そんなの……当たり前でしょう？」

「私……またのどかの手を離しちゃうかもしれないって、怖くなったんだよ」

「それ……」

かすみは私を抱き締めながらも、小刻みに震えていた……まるでなにかに脅えているように。私に助けを求めるように。怖い映画を見たとき、親の布団に潜り込む子供みたいな反応だ。。

そういえば。

以前にスイートルームでの撮影会の際、いろりさんが教えてくれた。かすみは、おちばさんに励まされていたことがあると。そのことと、なにか関係があるの？

私はかすみの背中に手を伸ばすと、震えている彼女を宥めるようにしてさすった。

「私、結構待ったほうだと思うけど。そろそろ聞かせてくれてもいいんじゃないの？　かすみが行方不明になっていた理由」

「……うん。ごめん。曖昧にしててさ。言わなかったっていうよりも、言えなかったんだよ……怖くって」

私はまだ小さく震えるかすみを連れてベッドに座らせた。

かすみは天井を見ながら、ポツンポツンと語り出した。

「私、専門学校時代にオーディションに受かってから、学校に行くたびに荷物がなくなっていたんだよ」

「……ええ？」

その話は初耳だった。かすみの横顔を眺めると、いつもの溌剌とした笑顔は完全に消え失せ、沈み込んだ顔で天井を見上げていた。

「最初は、初めての仕事で浮かれ過ぎて、思い過ごしなのかもしれないと気にしなかったんだけど、だんだんエスカレートしていったんだ。大雨の日に私の傘の骨が折られて、ゴミ箱に棄てられているのを見たとき、やっと気付いたんだ。誰かに嫌がらせされているって」

「それ……どうして私に言わなかったの!?　こんなの……」

私は人の才能に嫉妬をしたら、絶対に見返してやると頑張るけれど、皆がそうとは限らない。時には嫉妬した相手に牙を剥くことだってある。

そんな陰湿な、イジメみたいなことをしたって、誰も幸せにはなれない。そんなたちの悪い考えの子がいるとは聞いていたけれど、よりによってかすみにそんなことをしていたなんて……！

私が怒りでプルプル握り拳を震わせている中、かすみが私の拳をそっと握ってきた。

「……怒らないで。私が表立って怖がったら、絶対にのどかが怒るじゃない……のどかを巻き込むことだけは、絶対に嫌だったんだから」

「私、嫌だよ。かすみがずっと努力していたことを知っているのに！　それをオーディションに受かったからって、ケチをつけていい理由にならないでしょう!?」

「だからさ……怒らないでよ。皆が、のどかみたいに見返してやると思いながら頑張れる訳じゃないんだよ……そう思ったら、私に嫌がらせしてくる子たちが可哀想になっちゃって、私は黙って放置してたんだよ」

……かすみはいっつもそうだ。人の気持ちを優先してしまう。人の悪い部分にだって、なにか訳があるんだよと納得してしまう。オーディションに落ちたからと言って、合格した人間に八つ当たりしていい道理なんてないはずなのに。

私が歯がゆく思っている中も、かすみは力のない声色で話を続ける。

「向こうも私が全然折れないのに痺れを切らしてきたみたいでね……呼び出されたんだよ」

私の手を握るかすみの手が、またも小刻みに震えてきた。そんな彼女に、私はぴったりと寄り添った。かすみは悪くない、私は味方だとアピールするように。

体温と一緒に私の気持ちが伝わったんだろうか。やっと安心したように、ようやく口を開いた。

「その子たちに言われたんだよ。『これ以上目立ったら、初花さんと牧開さんの関係を事務所にばらす』と……デビュー早々そんなことされたら、のどかの声優生命まで絶たれちゃうと思ったら、私は言うことを聞くしかできなかった」

有名ソシャゲの声優だから、たとえ新人だとしても注目は集まってしまうし、スキャンダルは御法度だ。たちまちかすみは事務所をクビになって、声優生命は絶たれてしまうって言うのに……どうしてそこでまで、私のことを優先するんだ。

だんだん目尻に涙が溜まってきた。かすみが苦しかったことに、全然気付かなかった悔しさからだ。かすみは私が泣き出したのを、驚いた顔で見つめていた。

「ちょっと……どうしてのどかが泣くの？」

「だって私……付き合っていた子に捨てられたって思い込んでいただけで、一番肝心なときにかすみの傍にいられなかったんだもん……かすみは最後まで、私のことを考えてくれていたのに……」

「……そんな綺麗事じゃないよ、のどか。私がのどかの前からいなくなったのは」

かすみは寄り添う私の肩にもたれかかった。金色に染まった髪が、私の肩に溢れ落ちる。

「嫌われたくなかったんだよ。もし、私のせいで声優生命が絶たれたら、きっとのどかは私を許してはくれないから……だから私は学校を中退して、荷物をまとめて消えたんだよ……なにも言わないでいなくなったほうが、のどかに恨まれるより、まだマシだと思ったんだよ……全然、駄目だったけどね……」

多分……だけれど。

おちばさんに励まされていた時期があったっていうのは、私の前からいなくなった頃だろう。理由を言うことができずに、恋人の前からいなくなった。私に恨まれているかもしれないって……。

怒っていても、恨んでなんかいないのに。何度もそう言っているのに。

私はかすみの髪を掴むと、そこに唇をくっつけた。かすみは驚いたように、目を瞬かせた。

「のどか？」

「……あのねえ、舐めないでくれる？　私を嫌がらせしていた子たちと一緒にしないで」

私はかすみを泣いたまま睨み付けた。

「私、自分の力不足を人のせいなんかにしないし、ましてや引き摺り落とそうなんてしないもん。もし言ってくれたら、私だってその子たちと戦ってた。私たちはふたり揃ったら最強なんだから」

「大袈裟だよ……」

「かすみの才能と努力があればなんだってできるでしょ。私だってそれを見習ってついていけるんだから」

「……うん、ごめん」

「もう！　謝ってばっかり！　私だって、いつかは絶対にあなたを越えるんだから！」

ようやくかすみは笑顔を向けてくれた。私は甘やかすように、背中をポフポフと撫でる。

「……でもさ、今は本当におめでとう。甘やかしてあげようか？」

私がそう尋ねると、かすみはきょとんとした顔をした。私だって、たまにはかすみをとことん甘やかしたいときだってあるんだよ。
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冬になったら、基本的にスキンシップはお風呂の中が多い。ベッドで抱き合ったあとにすぐ寝てしまうと喉を痛めてしまうことが多いからだ。

「これでいいの？」

「うん……ああ、気持ちいい」

今日はとことん尽くしたい気分だ。私は胸に石鹸をいっぱい泡立てて、それでかすみの背中を洗っていた。ぷよんぷよんと胸が震え、かすみの背中を磨いていく。さんざん弄られて育ってしまった先端が、ときどきかすみの背中を引っ掻き、それで私のほうがむず痒い気分になる。……今日はかすみを気持ちよくする日なんだから駄目。自分をそう叱責しながら、彼女の背中を磨いていく。

　かすみは振り返って言った。

「ありがとう。お湯を流して。のどかも洗ったげる」

「いいよ……今日はサービスするんだから」

「なに言ってるの。のどかが私によくしてくれるのとおんなじで、私だってのどかによくしたいんだよ」

「ん……ならお願い」

そう言ってお湯で彼女の石鹸を洗い流すと、かすみが椅子の間をつくって叩く。

「座って」

「……ん」

私がこじんまりと座ると、かすみは手で石鹸を泡立てて、直接私を触りはじめた。その手は普段よりもねちっこく、いいところをわざと掠めるだけに留めて触れないのがもどかしい。だんだん私は自分の太股を擦り合わせはじめた。

「あのさあ……今日は触らないの？」

たまらなくなってそう尋ねると、かすみはにこっと笑う。

「甘やかしてくれるんじゃなかったっけ？」

「うう、そうなんだけどさあ……触ってもいいのよ？」

これはあれか。私からおねだりの言葉を引き出したいのか。普段人当たりのいいかすみは、ときどきたまらなく駄々っ子みたいな言動をすることがある。多分甘えているんだろう。

しょうがないなあと私は溜息をついた。

「……私が触って欲しいの。いつもみたいに意地悪していいから」

「嫌がることはしてないんだけどなあ……でも、ありがとうね」

普段だったら、もっと意固地になるけれど、今日はこれで勘弁してくれた。かすみは楽し気に泡を使って私の胸を掴むとそれでゆさゆさと揉んでくる。泡と一緒に揉まれるたびに、切ない心地が走っていく。やがて、かすみはカリカリとすっかり固く尖った先端に爪を立ててきた。

「くぅーん……」

「ん、のどか。最近ここの刺激でも感じるようになってきたね？」

「そんなこと……ないけど……でもかすみがしたんじゃない……私、ここそんなに敏感じゃなかったのにぃ……ひゃんっ」

突起に爪を立ててきたと思ったら、根元から先端までを扱しごいてきたのだ。途端にビクンビクンと甘痒い痛みが体を駆け巡る。痛くはなく、ただただイイ。かすみは私に背後から抱き着きながら言う。

「ここまで立派に育ったんだと思うと、私も嬉しい」

「ひ、人の体好きにしておいて、喜ぶなぁ……ハァンッ」

「でもここ、ビンビンになって全然芯が抜けないね？　気持ちいいんだね」

「ちがぁう……ああっ……アアアッ……ッ」

口ではそう言っていても、泡のおかげで滑りがよくなった突起を扱かれると、腰に気持ちのよさが溜まってきて、もどかしい。だんだんかすみも悦に入ったのか、乳首をつまみつつも、私の髪の毛をかき分けて、うなじに歯を立ててきた。

カプリと甘噛みをし、そこに大きく吸い付いた途端。体の中がパァンと熱くなった。

「ヤァッ、アァアンッ……アァッ……！」

体が弓なりになって仰け反り、かすみのほうにもたれかかったと思ったら、椅子にジワッと愛液が溢れたことに気付いた。それにかすみは満足げに笑って、お湯をかけて洗い流してくれた。

「……なんだか、今日は私が全部するつもりだったのに、全然できてないんですけど」

そう文句を言いながら、ふたりで湯船に浸かると、かすみは「そう？」と首を傾げた。

「私はかなり満たされたけどなあ……ああ、のどかに愛されてるって」

「そう……？　ああ、そういえば、仕事の打ち合わせって来週だって聞いたけれど、具体的な日付はもう決まったの？」

ここのアパートは住人が全員女子だっていうのもあり、浴槽はかなり大きくつくられている。ふたりで向かい合ってお風呂に入っても狭くない。私の問いに、すっかりといつもの調子に戻ったかすみは頷いた。

「それがねえ、クリスマスイブなんだ。打ち合わせだけだから、そこまで遅くならないとは思うけど」

「ふうん……クリスマスイブかあ……仕事の方が大事なんだから、気にしないで」

「のどか？　一緒に祝おうと言ってたのに、スケジュールが入ってごめんね？」

「ううん、お仕事いただけるなんて、素敵なプレゼントだよ」

そうか、クリスマスイブか。今日は甘やかそうと思っていたのに、結局いつもの調子で終わっちゃったし。せっかくの聖夜なんだからなにか考えておこう。そう心に決めた。
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ホワイトクリスマスになるとの天気予報通り、その日の冷え込みはきつく、私は何度「やめておけばよかった」と後悔したかはわからない。いくら暖房を点けていても玄関前は寒い。

でも、たまにはいいよね。なんたって、恋人へのクリスマスプレゼント、なんだし。

あんまりキャラじゃないことしているから、引かれたらどうしよう。似合ってたらいいな、喜んでくれたらいいな、でもなあ……。

デリバリーを奮発して、チキンにピザにクリスマスケーキまで頼んでしまった。

先程電話が来たから、そろそろ帰ってくるだろう。寒さに震えながら玄関で待っていると、ようやく鍵を回す音が響いた。

「ただいまー……」

「メリークリスマース！」

「わあ！」

私が持っていたクラッカーを鳴らすと、その紙吹雪を浴びて、かすみは目を白黒とさせた。そして、私の格好に目を留めて口元を綻ばせる。

「のどか……どうしたの、すごく、可愛いじゃない！」

「わ、私だって。恋人へのクリスマスプレゼントくらい考えますっ」

そう言って、唇を尖らせた。

私が着ていたのは、量販店で買ったミニスカサンタのドレスだった。

肩は大きく開いているし、私の胸の大きさだと谷間も見えてしまう。ミニスカだから当然丈は短く、脚も太股ギリギリまで露わになっているのを、寒いのでタイツを穿いている。バラエティー用だとしても、いささか過激過ぎやしないか、この格好。

かすみはそれをポカン、として口を開けていたものの、すぐに顔を綻ばせた。

「あはははは……メリークリスマス！　私のサンタさんは、なんだか大胆だねえ」

「う、うるさい……他に思いつかなかったんだから。そりゃプレゼントも買ったけどさ」

「ふうん……」

「さ、冷めちゃうから、早く食べましょう！　注文したピザもチキンもあるから！」

「ありがとう！　豪勢だねえ」

かすみにそう言われて、気恥ずかしくなってそっぽを向く。本当だったら手作りのごちそうとか、レストランを予約した方が特別感があってよかったんだろうけど、私は料理が下手だし、ホテルのディナーをおごれるほどの稼ぎがない。




ふたりでピザとチキンを食べ、ケーキも切り分けて食べたら、クリスマスイブもあと三時間とちょっとで終わりを迎える頃となった。

「そういえばさ、のどかはクリスマスプレゼントあるって言ってくれたけど」

「あ、あるわよ。はい」

私は用意していたプレゼントの箱を差し出すと、かすみは「開けても？」と聞いてくる。

「どうぞ」

「ありがとう……わあ！　万年筆……」

それは今日かすみが、打ち合わせに行ってきた有名マンガをモチーフにした万年筆だった。私はごにょごにょと言う。

「万年筆は……自分で育てて使うって言うから、いいかなと思って……」

「ありがとう、今度から打ち合わせに行くときにかすみだと思って一緒に持って行くよ。あっ、私のもどうぞー」

そう言いながら用意してくれたものを見て、言葉に詰まった。

かすみは気軽にポンと手渡してきたのは、掌サイズの箱だったのだ。ひどく軽いそれを、マジマジと見下ろしてから、おずおずと開けた。それはピンクシルバーのピンキーリングだった。ハートの印が可愛らしい。

「これは……」

「うん、お揃いのピンキーリング」

「いいの……？」

お揃いのアクセサリーなんてものは、今まで互いに買ったことは一度もなかった。本当に特別なんだと胸が温かくなる。

かすみは笑顔で、

「私、本当にへこんでたのに、のどかが怒ってくれて嬉しかったんだよ？　本当に……ありがとうね」

かすみは箱からリングを取ると、それを私の小指に嵌めてくれた。ころんとしていて可愛らしい。それに私はますます感激して、かすみに抱き着いた。

「嬉しい、ありがとう……ベッドに行って。サービスしてあげるから」

「あれ？　珍しいね。のどかがこんなに積極的なのは」

「もう……！　からかわないで！　こんなこと、滅多にないんだから！」

私の宣言に、かすみは笑いながら、ベッドに向かった。そしてのんびりと尋ねてくる。

「私が脱ぐ？　それともサンタさんが脱がせてくれるの？」

「脱がせるから、そこに座ってじっとしてて」

「はあい」

にこにこしながら見守っている視線を受けて、私はまずは彼女の顔を挟んでキスをした。舌を伸ばして彼女の口腔を探り、やがて上あごの下あたりを刺激した。そこは彼女の好きな場所だ。途端にかすみの「んん……っ」とくぐもった声が漏れた。

セーターに手をかけると、彼女は手伝うように手を伸ばしてくれる。

下着姿になったかすみの鎖骨を、私は日頃してもらったことを思い出しながら、軽く歯を立ててから吸い付いてみた。途端にキスマークが付く。

「ん……サンタさんも所有印付けたいんだぁ？」

からかい混じりに尋ねられる。

「い、いっつもキスマーク付けてくるのはどっちよぉ……私だって、付けられるんだからぁ」

かすみのシンプルなブラジャーを外し、首筋や鎖骨、胸にもキスマークを付けていく。彼女はくすぐったそうに笑うだけで、私みたいにすぐに乳房を仰け反らせたり、声が濡れたりすることがない……そっか、私の場合はさんざん責め立てられたおかげで、感じやすくなっていたけれど、かすみはまだ開発できてないんだ。私はいつもかすみの手管で喘いでばかりで、お返しをさぼっていたんだと反省する。

どうにか気持ちよくなってもらおうと、鳩尾みぞおちを撫でたり、臍の穴に指を突っ込んでなぞってみたりしたけれど、やっぱりかすみの反応はくすくすと笑うばかりで変わらなかった……悔しいなあ。

次はデニムだけれど、これは脱がせにくく、少しだけ腰を浮かせて手伝ってくれている間に、脱がせることに成功した。

柔らかい匂いが充満する中、私はかすみの膝の上に乗る。

「サンタさん、私を脱がせて、どんなことをしてくれるの？」

挑発的に言われて、私はむっとして、もう一度彼女の唇をペロリと舐める。かすみは最初は私に合わせてキスをしてくれたけれど、だんだんじれったくなったのか、私のドレスの胸元をぺろりと捲ってしまった。途端にプルンと乳房がまろび出る。

「ちょっとぉ……今日は私がするんだからぁ！　ひゃあんっ……」

「でも私の上でサンタさんが胸を揺らせてたら、私もサンタさんを気持ちよくさせたくなっちゃったんだけどなあ」

そう言いながら、タプンと揺れる乳房を掌で包み込んで、そのまま揉みはじめた。そのたびに先端がすぐに尖って反応を示してしまう。

「サッ、サンタさんの胸を揉まないでぇ……」

「あれえ？　お触りは禁止だった？」

「知らないぃ……ひやぁ……！」

乳房の先端を摘ままれると、すかさず変な声が上がる。そもそも今日はサービスするって言っているのに、これじゃあいつもと変わらないじゃない。目尻に涙を溜めてかすみを睨むと、彼女はにこにこと笑う。

「じゃあ今日はサンタさんの赤ちゃんになっちゃおうか」

「赤ちゃんってなによ……ひゃあんっ」

聞くより先に、かすみはためらいなく私の乳房の先端を口に含むと、そこを甘噛みしはじめた。硬く尖ったそこは、すぐに反応して、ピクンピクンと震える。それに気をよくしたのか、舌で先端を舐めたりなぞったり、もっと音を立てて吸い付いたりしゃぶったりしはじめる。

赤ちゃんは絶対にこんなエッチな乳吸いをしない。頭ではそうわかっているのに、甘く吸い付かれては「ひゃあん、あぁん」と声を上げるばかりだった。

余った乳房は手で掴まれ、先端を引っ張ったり、押し潰したりとせわしなく揉み込んでくる。しゃぶられている方と同じく、もう片方もすっかりと硬く尖って、クパクパと震えている。

「サンタさんの赤ちゃんになんて、ならないでぇ……取れちゃうぅ……取れちゃうからぁぁぁぁ」

「取れないよ……それとサンタママはそんなに可愛くしないで、もっと母性を前面に出して」

「どういうこと！？」

「こう、おっぱいで私を包み込むとか」

おっぱいで包む！　どうやるの、それ。私はむずむずしながらも、とりあえず胸の谷間にかすみの頭を抱き締めるようにして挟むと、軽く乳房に力を加える。パフパフと乳房が揺れると、かすみが満足げに谷間に頬擦りした。

「ん……この感触、きもちい……」

「こ、これでいいの？　包めてる？　気持ちいい？」

「うん……きもちい……ああ……もっと動いて……下も……」

「……ええ？」

最初は意味がわからなかったけれど、かすみはショーツのまま私を乗せて揺らしてきた……ああ、そういうことか。

私は一旦膝を立てて、するすると自分の下着を脱ぐと、かすみのもすべて脱がせてベッドに落とした。そしてもう一度跨がり、互いに露わになった下腹部をくっつけた。

さっきからしていた行為のせいか、そこは既にぬかるんでいて、くっつけるとグチュリと水音がする。

「ふぅん……」

「サンタさぁん、ちゃんと動いて、ね？」

「わかってるからぁ……」

かすみが楽しげに私の乳房を捏ねている中、私はかすみの背中に腕を回しながら、腰を動かしはじめた。緩やかな律動で、下腹部が揺れて、ぬめる。普段は身を任せているだけだったから、自分から動くのはどうすればいいのか戸惑ってしまう。

「かすみぃ……これ、きもちいの……？」

「うん……目の前でポヨンポヨンおっぱいが揺れて、すごく可愛い顔したサンタさんが腰を振ってて、眼福」

「……聞くんじゃなかったぁ……ひゃあ……」

重ねているぬめった部分から、じわじわと愛液が漏れ出てきた。それが潤滑油になって、滑りがよくなる。敏感なところがますます気持ちがよくて、必死に腰を動かした。

そのとき、かすみが急に私のお尻を掴んで、揉み込みはじめた。途端に結合部からジュッと愛液が溢れた。

「なっ……なにすんのぉ……やるって言ったじゃないぃ……ひやっ」

「うん。サンタさんはきちんと腰を振って動いてねえ。そういえば私、お尻は全然開発してなかったなと思ってさ」

「お、お尻を揉むなあ……！」

「揉まないと開発できないでしょう？」

尻肉を掴まれて揉まれると、乳房とは違った悦楽が背中まで登ってくる。何度も揉まれて、とうとう私はかすみに抱き着いたまま、動けなくなってしまった。

「ひゃぁ……ああん……お尻ばっかり……やめてぇ……」

身動き取れなくなったまま、かすみに抱き着いているけれど、かすみは私の顔をご機嫌な顔で眺めながらも、お尻から手を離さない。

「あれ、サンタさん。もう降参？」

「お、尻揉まれてたら……動けない……」

「あらららら、のどか弱点ばっかり。お尻揉まれて動けなくなっちゃうなんて。でもまあ、わかった。もっと私にしがみついて。脚も絡めちゃっていいから」

「え……？　ひゃんっ」

次の瞬間、かすみは私を乗せたまま、腰を大きく突き上げてきたのだ。途端に重なり合った部分が揺れて、熱が生まれる。お尻は掴まれて、形が変わるほどに揉み込まれている中、ズンズンと下から突き上げられ、私はその振動と擦れる感覚に翻弄されながら、必死でかすみにしがみついた。

乳房と乳房がぶつかりあって潰れ、先端が擦れ合う。互いの茂みが絡み合って、得も言われぬ感覚が迫ってきた。最初はかすみが揺らすばかりだったけれど、だんだん物足りなくなり、私も再び膝に力を込めて秘裂を擦り合わせはじめた。

「やぁ……ああんっ、かすみぃ……かすみぃ……」

「うん……のどか、可愛い……可愛い……」

「好きぃ……好きなのぉ……」

私が喘ぎながらそう漏らすと、途端に唇を奪われた。酸素を吸い尽くされそうなほどきつく吸い付かれたと思ったら、べろりと舌を絡ませて、ジュブジュブと吸われる。舌のざらつきも熱も、互いの唾液を交換する行為もたまらなく、私は必死にかすみの首筋に腕を絡ませながら、腰を動かした。

上からも下からも水音が響いているように聞こえ、腰から背中にかけて、ぞわぞわと快感が責め立ててくる。その上、かすみはキスをしながらお尻をずっと揉みしだいてくるのだ。快感が逃げ場所を求めて、体全体を駆け巡ってくる。

「ぁあっ……ああぁ……あああぁんっ」

私はかすみの腰に絡めた脚の力を強める。かすみはそれにクスリと笑った。

「……のどか、一緒にイこう？」

「あぁ……ああんっ、かすみぃ…………!!」

かすみの言葉に、体が反応した。腰がビクンビクンと跳ねた。腰が海老反りになって仰け反りそうになったが、抑え込まれているから、快感が逃げ切れない。逃げ場所を求めたうずきが、下腹部からプシャーと音を立てて、潮を噴いた。

私たちの重なり合った部分は、すっかり互いの愛液で濡れて、もつれ合っていた。その快感に疲れ果てて、力をなくしてへたり込んでいたら、かすみがゴロンとベッドに私を寝かせてくれ、ティッシュで体を綺麗に拭いてくれた。その手付きが優しくて心地いい。気持ちよさが未だに体に残り、拭かれるたびに体が勝手に跳ねるのに、かすみは苦笑していた。

「気持ちよかったんだ？」

「うぅ……うん……」

何度もイッたせいなのか、体の感覚が元に戻らず、指先にすら力が入らなくなっていた。体を拭き終えてから、服を手早く元に戻してから布団を被る。布団の中に入った私たちは、そのまま互いにくっついた。

かすみはまたたまらなくなったようで、またも上にのしかかり、唇に吸い付いてくる。そのままなだれ込んで第二ラウンドもいいなと一瞬思ったものの、私はかすみの肩をバンバンと叩いた。

「カメラ！　カメラ止めて！」

「ええ？　カメラって……」

「さっきのクリスマス祝ってたところから、撮ってたから！」

「ちょ、ちょっと待って……！」

かすみはベッドの中で慌てふためく。私はそれを横目にベッドから抜け出し、セッティングしていたカメラまで小走りに駆け寄って、撮った内容を確認した。

さすがにベッドに入るところは映ってないものの、プレゼント交換しているところはしっかりと撮れている。

その映像を見たかすみは珍しく、顔を真っ赤にして焦った声を上げる。

「の、のどかぁ！　私が指輪を渡したシーンまで撮ってたの!?」

「ばっちり、撮ってましたぁ……本当だったら、これクリスマスと同時に上げようと思ってたんだけど……間に合うかな？」

「ええっと……」

ちらっと壁にかけてある時計を見上げれば、日付が変わるまであと三十分だった。

ついつい盛り上がってしまい、ベッドに潜ってしまった。動画編集の時間が足りるかどうか。

かすみはパソコンを立ち上げてから、カメラを繋げる。

「あと三十分粘ってみるよ……ああ、もう……クリスマスなのに、そんなに仕事熱心じゃなくてもいいじゃないかあ……」

「あはははは……さっきも言ったでしょ。私は絶対にかすみを追い抜くってさ。まずはさっさとここの事務所と正式契約しちゃおうよ」

こうして、私たちはクリスマスを目前にして、最新コンテンツのアップに励むこととなったのである。締まらないかもしれないけれど、私たちにはちょうどいいのかもしれない。




＊＊＊




次の日、私とかすみはパソコンを立ち上げて、動画サイトを確認していた。

「あ、あれ……？」

いつものランキングの定位置に、私たちのチャンネルがない。

健全で楽しい内容だと思っていたけれど、まさか皆クリスマスはリアルイベントやらクリスマス限定ゲームやらに流れて、私たちの昨晩アップしたやつを見ていなかった？

そう不安がよぎったものの、隣で見ていたかすみが「のどか、のどか。スクロールスクロール」と言ってきたので、慌ててマウスを動かす。

十、九、八……。

「ないー、まさかせっかく上げたのに消されたぁー!?」

「それはないよ。だって普通のクリスマス動画じゃない。ベッドシーンが映ってるんだったら、事務所からお怒りの連絡が届くでしょ」

「そうだね……事務所からなにも言われてないってことは、内容の不備はなかったはずで」

ドキドキしながら、ランキングをスクロールしていく。

七、六、五……。

今まで、一桁になったことはあっても、ここまでランキングが跳ね上がったことなんてなく、「もしかして」という期待と「まさか」という焦りが同時に付きまとう。

これで一位になったら、正式契約できる。たくさん仕事を斡旋してもらえるし、ようやく報われる……。今まで声優やってきて、ちっとも報われなかったんだもの。もうそろそろご褒美が欲しい。

四、三、二……。

「あったぁぁぁぁ！　惜しい！」

「うん……これは悔しいよね」

たしかに初快挙だけれど素直に喜べなかった。

昨日の動画は、二位のところに掲載されていた。

コメント欄には、ファンの人たちから【結婚おめでとう】【やっと素直になったか】【素直になったのどきゃ可愛い】などなどの祝福メッセージで溢れていた。

「でもさ、今までで一番コメント多い。そこは素直に喜ぼうよ」

「うん、わかってる。悔しいんだけどさあ……そこは嬉しいよね。やあーっと手応えを感じたというか！　今まではかすみにおんぶに抱っこで、私自身がまともにいいコンテンツを提供できてなかったから、こうやって皆が喜んでくれるものを上げられたのが不思議」

「なるほどぉ……自信、ちょっとはついた？」

そう尋ねられて、私は腕を組んだ。

思えば、ここのアパートに越してきてから、可愛くない態度ばっかり取っていて、全然素直になれなかった。それは、私自身が自分の力を信用できてないからだった。

今はどうだろう。うーん……。

しばらく考えてから、私は笑った。

「多分、ね。でも慢心せず、次に行こう、次に」

「はいはい。でも、ひとまずは、のどかの頑張りに向けて」

そう言ってから、かすみは私の頬にキスをしてきた。

そこで、急にスマホに着信が入った。気持ちを切り替えようとしているところだったのに。私はスマホを手に取って、思わず目を剥いてしまった……ディスプレイには【ニュードリーム】と出ている。

「もしもし……」

『ああ、おめでとう。無事に一位になれたようだね？』

「はいっ？」

私はびっくりして、かすみに助けを求めるようにして見つめた。かすみはパソコンのモニターに一瞬視線を向け、手招きで私にモニターを指差した。

「あ」

さっきまで二位だったのが、一位にランキングが上がったのだ。一瞬でも、一分でも、一位だったら、正式契約できる。

私はかすみとパチンとハイタッチをした。

社長はマイペースに続けた。

『それで、正式契約だけれど、これから会社に来られるかな？』

「行きます！　行かせてください！　すぐ行きますから！」

『ははは、待っているよ。パートナーとふたりで心して来なさい』

「はいっ！　ありがとうございます！」

電話を切ると、かすみは軽く私を抱き締めてくれた。

「おめでとう……頑張ったね、のどか」

「かすみも……私ひとりじゃ、全然頑張れなかった……」

「そんなことないよ。昨日のあれを公開決めたのは、のどかでしょ？　最高のクリスマスプレゼントになったじゃない。行こう！　社長が待ってるから！」

「う、うん……！」

こうして、私たちは会社へと向かうことにした。

報われないのが当たり前だった私からしてみれば、昨日に今日と、こんなに立て続けにプレゼントをもらってしまっていいのかと思ってしまうけど。かすみと一緒なら大丈夫。私たちはふたりは揃えば最強だ。




再会してからの私たちは、どこかぎこちなかった。

でももう大丈夫。私たちは理解し合えている。

もうなにも不安は無い。この先なにがあっても私たちは、乗り越えていける自信があるのだから。
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